
御
為
替
三
井
組
の
御
用
関
係
帳
簿
類
に
つ
い
て

村
和

明

は
じ
め
に

一
各
種
の
御
為
替
と
帳
簿
類
の
記
載
内
容

（
一
）
大
坂
御
金
蔵
よ
り
江
戸
御
金
蔵
へ
の
御
為
替
送
金

（
二
）
京
都
町
奉
行
所
よ
り
大
坂
御
金
蔵
へ
の
御
為
替
送
金

（
三
）
京
都
町
奉
行
所
よ
り
江
戸
御
金
蔵
へ
の
御
為
替
送
金

（
四
）
大
津
御
蔵
よ
り
江
戸
御
金
蔵
へ
の
御
為
替
送
金

二
帳
簿
類
の
性
格
と
相
互
の
関
係

（
一
）
京
両
替
店
の
帳
簿
類

（
二
）
大
坂
両
替
店
の
帳
簿
類

お
わ
り
に
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研
究

ノ
ー

ト

�

寛
政
四
・
五
年
の
京
・
大
坂
両
替
店
史
料
を
例
に

�



は
じ
め
に

本
稿
は
、
三
井
文
庫
が
所
蔵
す
る
両
替
店
史
料
の
う
ち
、
御
為
替
御
用
に
か
か
わ
る
主
要
な
帳
簿
類
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
的
な
性
格
、

お
よ
び
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
、
三
井
は
幕
府
の
大
坂
御
金
蔵
銀
を
江
戸
へ
送
金
す
る
御
為
替
御
用
を
ひ
き
う
け
た
。
こ
れ
は
三
井
両
替
店
の

御
用
の
中
心
で
あ
り
、
ま
た
経
営
面
で
も
非
常
に
大
き
な
意
義
を
も
ち
、
そ
の
後
、
上
方
か
ら
江
戸
へ
の
送
金
を
中
心
に
、
他
の
御
為
替
送

金
を
次
々
に
請
け
負
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
の
御
用
の
概
要
、
経
営
に
占
め
た
役
割
、
お
よ
び
通
時
的
な
変
化
に
つ
い
て
は
、『
三
井
事
業
史
（
１
）』

お
よ
び
賀
川
隆
行
の
一
連
の
仕
事
（
２
）に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
そ
の
材
料
と
な
っ
て
い
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
京
・
大
坂
両
替
店
を
中
心
に
多
様
な
帳
簿
が
残
さ
れ
（
３
）、
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

お
の
お
の
の
性
格
に
つ
い
て
は
詳
し
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
御
為
替
銀
の
受
取
高
の
変
遷
を
検
討
す
る
た
め
、
『
三
井

事
業
史
』
本

�で
は
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
か
ら
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
ま
で
の
大
坂
御
金
蔵
銀
御
為
替
と
大
津
御
為
替
の
請
負

総
額
に
つ
い
て
、
「
御
為
替
銀
請
払
留
（
４
）」
お
よ
び
「
京
大
坂
大
津
臨
時
御
為
替
金
銀
受
取
方
届
留
」
に
よ
っ
て
い
る
。
同
じ
目
的
で
、
賀
川

隆
行
は
、
享
保
期
か
ら
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
ま
で
は
「
御
為
替
銀
請
払
留
」
と
「
御
為
替
配
分
帳
」
に
よ
り
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

以
降
に
つ
い
て
は
「
押
切
帳
」
と
「
御
為
替
留
」
を
用
い
て
い
る
（
５
）。
こ
れ
ら
の
研
究
は
長
期
に
わ
た
る
変
化
に
主
眼
が
あ
り
、
賀
川
が
享
保

期
の
「
御
為
替
銀
請
払
留
」
お
よ
び
「
御
為
替
配
分
帳
」
を
と
り
あ
げ
て
、
両
者
の
記
載
内
容
の
差
異
を
下
為
替
の
実
態
に
そ
く
し
て
説
明

し
て
い
る
ほ
か
は
（
６
）、
お
の
お
の
の
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。『
三
井
事
業
史
』
資
料

�で
も
、「
幕
府

御
金
蔵
銀
御
為
替
の
御
用
」
の
項
を
立
て
て
い
る
が
、
個
別
の
帳
簿
は
採
っ
て
い
な
い
（
７
）。
大
坂
両
替
店
の
帳
簿
組
織
と
記
帳
技
術
に
つ
い
て
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は
、
西
川
登
の
緻
密
な
仕
事
が
あ
る
が
、
本
報
告
の
対
象
と
な
る
御
為
替
御
用
関
係
の
帳
簿
類
に
つ
い
て
は
直
接
分
析
さ
れ
て
い
な
い
（
８
）。

こ
れ
ら
の
史
料
は
、
た
と
え
ば
幕
府
や
そ
の
地
方
部
局
の
財
政
研
究
な
ど
、
多
彩
な
使
用
に
た
え
る
豊
富
な
内
容
を
有
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
種
類
と
分
量
が
多
く
、
記
載
方
法
も
簡
潔
で
あ
っ
て
、
そ
の
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
や
さ
し
く
な
い
。
本
稿
で
は
、
多

種
多
様
に
の
こ
る
御
為
替
御
用
に
か
ん
す
る
帳
面
類
の
記
載
内
容
を
検
討
し
、
お
の
お
の
の
性
格
お
よ
び
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
、

こ
れ
ら
の
史
料
を
利
用
す
る
便
に
供
し
た
い
。
三
井
両
替
店
が
残
し
た
膨
大
な
記
録
類
の
体
系
に
つ
い
て
、
筆
者
な
り
に
理
解
の
手
が
か
り

を
得
よ
う
と
す
る
、
さ
さ
や
か
な
試
み
で
も
あ
る
。

具
体
的
な
方
法
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
す
べ
て
の
帳
簿
の
内
容
を
全
時
代
に
わ
た
り
微
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
本
稿

で
は
期
間
を
区
切
っ
て
、
御
為
替
を
も
っ
ぱ
ら
記
録
す
る
各
種
の
帳
簿
に
み
え
る
記
事
を
、
悉
皆
的
・
横
断
的
に
比
較
検
討
す
る
方
法
を
と

る
こ
と
に
し
た
。
対
象
期
間
は
、
主
と
し
て
京
両
替
店
・
大
坂
両
替
店
の
関
係
帳
簿
が
あ
る
程
度

�っ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
９
）、
寛
政
四
年
（
一

七
九
二
）・
翌
五
年
の
二
年
間
と
し
た
（

�）。

以
下
、
ま
ず
第
一
章
で
は
、
主
要
な
送
金
の
場
合
に
お
い
て
、
各
帳
簿
の
実
際
の
記
事
を
引
用
し
な
が
ら
、
各
帳
簿
の
記
載
形
式
、
お
よ

び
文
書
処
理
の
流
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
第
二
章
で
は
、
帳
簿
ご
と
に
、
ど
の
よ
う
な
御
為
替
送
金
を
記
載
す
る
か
を

整
理
し
、
帳
簿
ご
と
の
性
格
と
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
参
照
す
る
帳
簿
類
は
、
互
い
に
似
た
よ
う
な
名
称
を
も
っ
て
い
て
紛
ら
わ
し
い
の
で
、
お
の
お
の
（
イ
）
～
（
ル
）
の
記

号
を
あ
た
え
、
こ
の
記
号
を
つ
け
て
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
一
覧
を
第

1表
に
示
し
た
の
で
、
随
時
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
あ
わ
せ
て

同
じ
シ
リ
ー
ズ
と
み
ら
れ
る
も
の
の
所
蔵
番
号
も
記
し
た
が
、
帳
面
の
性
格
や
記
載
形
式
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
参

考
ま
で
に
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
史
料
群
は
、
同
時
代
の
両
店
に
お
け
る
保
管
ル
ー
ル
上
で
は
、（
ヌ
）（
ル
）
を
の
ぞ
き
、
基
本

的
に
永
久
保
存
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
（

�）。
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ま
た
、
御
為
替
三
井
組
が
に
な
っ
た
各
種
の

御
為
替
送
金
に
つ
い
て
は
、
ふ
つ
う
史
料
用
語

ど
お
り
「
大
坂
御
為
替
」
「
京
都
御
為
替
」
な

ど
と
呼
び
分
け
る
が
、
本
稿
で
は
や
は
り
分
か

り
や
す
さ
を
考
え
、
寛
政
四
・
五
年
に
確
認
さ

36

第1表 本稿であつかう主な帳簿

本稿で使用する史料 同シリーズの現存状況

京

イ 押切帳 十一番
（続2772）

天明4（1784）～明治9（1876）
8冊（続2771～2777乙）

ロ 御為替留 壱
（続2768）

寛政4（1792）～慶応3（1867）
5冊（別1694、続2768～2770）

ハ 江戸大坂御金蔵御請納御証文留
三 （別1061）

天明5（1785）～慶応3（1867）［闕多］
7冊（別1060～別1065、別1085）

ニ 京大坂大津臨時御為替金銀受取方
届留 四 （本227）

安永9（1780）～天保14（1843）
3冊（本227～229）

大
坂

ホ 御為替金銀割方控
（追1571）

安永9（1780）～安政3（1856）
4冊（別211、別433・434、追1571）

ヘ 為御為替金銀請払之留
（別1721）

元禄8（1695）～慶応3（1867）［闕有］
4冊（本230・231、別1222、別1721）

ト 御為替配分帳
（別1715）

享保11（1726）～慶応3（1867）
17冊（別1154～1156、別1161、別1174、別1250、
別1261、別1697、別1700、別1712～1719）

チ 京都御為替銘書帳
（別1728）

安永2（1773）～慶応2（1866）
3冊（別1258、別1662、別1728）

リ 御証文控帳
（別1251）

元文元（1736）～慶応元（1865）
14冊（本528、別1162、別1251、別1638、別1725・
1726、（以下「御納札控帳」）別1145、別1148・
1147、別1223、別1227、別1249、別1254、別1260

ヌ 京都并南都御為替金銀上納書抜
（別2246�14、15）

安永6（1777）～寛政5（1793）［闕多］
12冊（別2246�4～15）

ル 二条大津御米御払代銀上納書抜
（別2246�30、31）

安永4（1775）～寛政5（1793）［闕多］
16冊（別2246�16～31）

注） シリーズの史料番号は、年代順ではなく番号順で記した。細目は当文庫の目録で確認されたい。

第1図 本稿であつかう御為替送金の流れ

京都代官 二条御蔵 京都町奉行所

大津御蔵

大坂御金蔵

大坂銅座

奈良奉行所

江戸御金蔵

京金座
E

D C

A
H

F

G

I

B



れ
た
種
類
に
つ
い
て
（
Ａ
）
～
（
Ｉ
）
の
記
号
を
あ
た
え
た
（

�）。
こ
れ
を
第

1図
に
示
す
。
帳
簿
と
の
関
係
を
検
討
し
た
結
果
、
適
切
と
思
わ

れ
た
の
で
、
送
金
元
・
送
金
先
に
よ
っ
て
区
別
し
て
あ
る
（

�）。

（
１
）
『
三
井
事
業
史
』
本

�第
一
巻
（
三
井
文
庫
一
九
八
〇
年
）
第
一
章
第
四
節
、
第
五
章
第
七
節
。

（

2）
賀
川
隆
行
「
三
井
両
替
店
の
経
営
と
蓄
積
」
（
『
三
井
文
庫
論
叢
』
八

一
九
七
四
年
）
、
同
「
幕
末
・
維
新
期
の
御
為
替
三
井
組
」
（
『
三
井

文
庫
論
叢
』
一
三

一
九
七
九
年
）
、
同
「
三
井
両
替
店
の
御
為
替
銀
裁
許
と
家
屋
敷
」
（
同
一
四

一
九
八
〇
年
）
、
同
『
近
世
三
井
経
営
史

の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館

一
九
八
五
年
）
第
二
章
第
一
節
、
同
「
文
久
・
慶
応
期
の
御
為
替
三
井
組
」
（
同
三
〇

一
九
九
六
年
、
の
ち
同

『
江
戸
幕
府
御
用
金
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
二
〇
〇
二
年
所
収
）。
江
戸
幕
府
の
御
為
替
御
用
に
つ
い
て
は
他
に
多
数
蓄
積
が
あ
る
が
、

本
稿
の
検
討
内
容
に
直
接
か
か
わ
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。

（

3）
『
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
主
要
帳
簿
目
録
（
京
両
替
店
作
成
分
）』（
三
井
文
庫
一
九
九
六
年
）、
同
大
坂
両
替
店
作
成
分
、
一
九
九
八
年
。

（

4）
以
下
、
三
井
文
庫
所
蔵
の
御
為
替
御
用
関
連
帳
簿
に
つ
い
て
は
、
第

1表
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
三
井
組
作
成
と
さ
れ
る
史
料
と
、
店

作
成
と
さ
れ
る
史
料
が
あ
る
が
、
厳
密
な
使
い
分
け
は
さ
れ
て
い
な
い
。

（

5）
『
三
井
事
業
史
』
本

�第
一
巻
、
四
七
三
～
四
七
八
頁
。
賀
川
前
掲
著
、
三
八
～
五
一
頁
。

（

6）
賀
川
前
掲
著
、
三
七
頁
。
な
お
後
者
は
本
稿
で
み
る
も
の
と
は
異
な
る
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

（

7）
『
三
井
事
業
史
』
資
料

�一
（
三
井
文
庫

一
九
七
三
年
）
四
三
一
～
五
四
一
頁
。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
京
両
替
店
が
江
戸
両
替
店

か
ら
取
り
寄
せ
て
写
し
た
、
御
用
引
き
受
け
の
経
緯
を
示
す
史
料
、
お
よ
び
御
用
全
体
に
か
ん
す
る
年
表
形
式
の
編
纂
史
料
を
採
っ
て
い
る
。

（

8）
西
川
登
『
三
井
家
勘
定
管
見
』（
白
桃
書
房
一
九
九
三
年
）
第
五
章
。
主
な
検
討
対
象
は
「
決
算
報
告
書
」「
日
常
的
な
会
計
記
録
計
算
簿
」

（
同
著
、
三
〇
四
頁
）
で
あ
る
。

（

9）
江
戸
両
替
店
に
は
、
御
為
替
御
用
関
係
の
史
料
が
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。

（

10）
御
為
替
金
銀
を
う
け
と
っ
た
日
付
（「
渡
」
）
と
、
指
定
の
地
で
上
納
し
た
日
付
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
が
こ
の
二
年
間
に
入
っ
て
い
れ
ば
、

御為替三井組の御用関係帳簿類について（村）
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検
討
に
含
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
11）

大
坂
両
替
店
に
お
け
る
保
存
指
定
と
管
理
状
況
を
示
す
「
古
帳
面
録
」（
別
一
三
一
一
）
を
み
る
と
、（
ト
）・（
チ
）・（
リ
）
の
三
種
は
「
永

代
物
」
、
（
ヘ
）
が
「
先
永
代
物
」
（
と
り
あ
え
ず
永
久
保
存
と
す
る
も
の
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。（
ホ
）
も
載
る
が
分
類
は
記
さ
れ
ず
（
巻
頭

の
目
録
に
な
く
、
通
し
番
号
も
あ
た
え
ら
れ
て
い
な
い
）
、
（
ヌ
）
（
ル
）
に
つ
い
て
は
記
載
も
さ
れ
て
い
な
い
。
京
両
替
店
に
つ
い
て
は
、
永

久
保
存
と
さ
れ
た
史
料
を
記
載
す
る
「
天
明
二
年
寅
七
月
永
除
諸
帳
面
控
」
（
追
五
八
〇
）
に
、
（
イ
）
（
ロ
）
（
ハ
）
（
ニ
）
が
全
て
み
え
る
。

な
お
両
店
に
お
け
る
史
料
の
保
存
指
定
と
管
理
に
つ
い
て
は
、
「
第
三
回
史
料
展
示
会
目
録
」
（
三
井
文
庫

一
九
八
〇
年
）
の
「
解
説
」
、
お

よ
び
大
谷
明
史
「
三
井
両
替
店
の
帳
簿
と
そ
の
管
理
方
式
」
（
日
本
経
営
史
研
究
所
『
経
営
と
歴
史
』
第
八
号

一
九
八
四
年
。
の
ち
『
企
業

と
史
料
』
創
刊
号
一
九
八
六
年
に
再
録
）
を
参
照
。

（

12）
前
掲
注
（

2）
で
あ
げ
ら
れ
る
御
為
替
御
用
の
う
ち
、
二
条
御
蔵
米
払
代
銀
御
為
替
、
人
参
代
御
為
替
に
つ
い
て
は
、
今
回
検
討
し
た
範
囲

で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

（

13）
本
稿
に
登
場
す
る
幕
府
の
蔵
に
つ
い
て
は
、
飯
島
千
秋
『
江
戸
幕
府
財
政
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
四
年
）
第
二

�を
参
照
。

一
各
種
の
御
為
替
と
帳
簿
類
の
記
載
内
容

お
の
お
の
の
帳
簿
は
、
御
為
替
御
用
の
流
れ
に
お
け
る
異
な
っ
た
段
階
を
記
録
し
て
お
り
、
当
然
記
載
の
形
式
も
異
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
金
額
や
請
取
（「
渡
」）
日
・
上
納
日
な
ど
か
ら
、
異
な
る
帳
簿
間
で
あ
っ
て
も
、
ど
の
案
件
が
同
一
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
そ
れ

ほ
ど
難
し
く
な
い
。
本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
ま
ず
関
連
す
る
と
目
さ
れ
る
帳
簿
に
つ
い
て
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
・
翌
五
年
分
に

つ
い
て
悉
皆
的
に
デ
ー
タ
を
と
っ
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、
帳
簿
群
と
各
種
の
御
為
替
の
関
係
を
整
理
し
た
の
が
第

2表
で
あ
る
。
京
両
替
店

の
記
録
で
、
一
つ
の
史
料
内
に
複
数
の
項
目
を
立
て
て
別
系
統
の
御
為
替
を
記
録
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
項
目
を
丸
番
号
で
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表
し
て
あ
る
（
以
下
、
論
述
中
で
も
用
い
る
）
。
備
考
欄
に
件
数

を
記
し
た
。
（
Ｃ
）
が
や
や
多
い
が
、
全
体
と
し
て
は
江
戸
御
金

蔵
宛
が
多
く
、
特
に
大
坂
御
金
蔵
か
ら
の
送
金
が
過
半
を
占
め
て

い
る
。

以
下
で
は
、
件
数
の
多
い
（
Ａ
）
（
Ｃ
）
（
Ｆ
）
（
Ｇ
）
に
つ
い

て
、
お
の
お
の
一
件
の
御
為
替
送
金
を
と
り
あ
げ
て
、
実
際
に
各

種
の
帳
簿
の
記
事
を
検
討
し
て
ゆ
く
。
こ
の
四
種
を
み
る
こ
と
で
、

本
稿
で
あ
つ
か
う
帳
簿
の
形
式
を
一
通
り
検
討
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
一

）
大

坂
御
金

蔵
よ
り
江

戸
御
金
蔵

へ
の
御
為

替
送

金

第

1図
で
（
Ａ
）
と
し
て
示
し
た
も
の
で
、
ふ
つ
う
「
大
坂
御

為
替
」
と
呼
称
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）

六
月
一
六
日
渡
り
、
同
年
九
月
一
八
日
上
納
の
銀
二
六
貫
目
の
送

金
を
例
と
す
る
。
こ
れ
は
毎
月
三
回
み
ら
れ
る
恒
例
の
送
金
で
、

幕
領
年
貢
米
代
銀
を
十
人
組
と
分
担
し
て
江
戸
に
送
る
も
の
で

あ
る
（
１
）。
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第2表 御為替の種類と帳簿の記載

帳 簿

京両替店 大坂両替店

イ・ロ ハ
ニ ホ ヘ ト チ リ ヌ ル

① ② ① ② ③ 備 考

御
為

替

Ａ

● � � � � ● ● ● ● � ● � � 75件。

Ｂ

● � � � � ● � � ● � ● ● �
2件のみ。1件は（リ）に
なし。

Ｃ

� ● ● � ● � � � � ● ● � � 14件。2件は（リ）になし。

Ｄ

� ● � � ● � � � � ● ● � � 2件のみ。

Ｅ

� ● � � ● ● � � � ● ● � �
2件のみ。1件のみ（ニ）
にもあり。

Ｆ

● � � � ● � � � � � � ● � 14件。

Ｇ

● � � ● � ● � � � � � � ● 18件。

Ｈ ● � � � � ● � � � � � � � 1件のみ。

Ｉ

� � � � � � � � � ● � � 1件のみ。

注1 イ～ルが指す史料については第1表、Ａ～Ｉが指す御為替については第1図を参照のこと。

注2（イ）・（ロ）の項目は、①御為替、②大坂納御為替。（ハ）の項目は、①諸冥加金銀御為替方、②

大津御米代御為替方、③諸方付込。



（
イ
）
京
三
井
組
「
押
切
帳
」（
続
二
七
七
二
）

大
津

同

一
○○
銀
弐
拾
六
貫
目

内
小
玉
銀
三
貫
目

（
ａ
）

「
済

（
印
）」

六
月
十
六
日
請
取
○
○
○

九
月
十
八
日
上
納

（
ｂ
）

大
坂
御
為
替
（
ｃ
）

○
十
人
組
家
質
高
相
増
候
ニ
付
、
此
度
よ
り
手
前
分
サ
舟
ゝ

（
五
百
貫
）減
ス

去
亥
御
年
貢
銀
之
内
（
ｄ
）

セ
シ
ツ

（
二
十
四
貫
目
）

〆
ゝ
十
人
組

拾
参
貫
目
割
（
ｅ
）

〆
サ
シ

（
五
十
貫
目
）

〆
ゝ

（
ｆ
）

内
小
玉
銀
サ
〆
ゝ

（
五
貫
目
）

「
押
切
帳
」
は
京
両
替
店
の
基
本
帳
簿
の
一
つ
で
あ
り
、
一
五
括
か
ら
な
る
綴
葉
装
（
２
）の
た
い
へ
ん
分
厚
い
帳
面
で
あ
る
。
複
数
の
項
目
が

立
て
ら
れ
、
項
目
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
（
３
）、
こ
の
記
事
は
冒
頭
の
①
「
御
為
替
」
項
に
あ
る
。
複
数
の
印
鑑
が
押
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の

業
務
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
基
本
台
帳
で
あ
る
と
い
え
る
。

記
載
内
容
を
み
る
と
、
ま
ず
（
ａ
）
は
金
額
と
貨
幣
の
内
訳
で
あ
る
。
金
額
の
上
に
「
○
」
印
が
二
つ
押
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
意
味
は

明
ら
か
で
は
な
い
（
４
）。
続
い
て
（
ｂ
）
が
請
取
日
と
上
納
日
で
、
記
事
は
こ
の
日
付
の
順
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
御
為
替
送
金
に

与
え
ら
れ
た
猶
予
は
九
〇
日
で
あ
る
。
「
済
」
印
は
す
べ
て
の
項
目
に
押
さ
れ
て
お
り
、
上
納
が
済
ん
だ
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
請
取

日
の
下
に
あ
る
「
○
」
印
は
、
同
じ
日
に
受
取
っ
た
件
数
を
示
す
。
こ
の
場
合
は
三
件
で
、
他
二
件
が
大
津
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。（
ｃ
）
は
御
為
替
の
分
類
で
、
大
坂
御
金
蔵
か
ら
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
を
示
す
。（
ｄ
）
は
御
為
替
の
名
目
（
史
料
用
語
で
は
「
銘
」）

で
、
こ
の
送
金
が
前
年
の
年
貢
米
代
銀
を
送
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。（
ｅ
）
は
不
詳
で
あ
る
が
、
後
に
み
る
大
坂
の
（
ト
）「
御
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為
替
配
分
帳
」
に
も
対
応
す
る
記
載
が
あ
り
、
京
両
替
店
・
大
坂
両
替
店
で
の
配
分
額
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
５
）。
（
ｆ
）
は
、
十
人
組
の

請
負
額
と
両
組
の
請
負
合
計
値
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
場
合
に
は
注
記
が
あ
っ
て
、
十
人
組
の
家
質
高
の
増
額
に
よ
り
、
恒
例
の
五
〇
貫
目

の
送
金
の
う
ち
、
三
井
組
の
担
当
額
が
従
来
の
二
六
貫
五
〇
〇
目
か
ら
二
六
貫
目
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
ニ
）
京
両
替
店
「
京
大
坂
大
津
臨
時
御
為
替
金
銀
受
取
方
届
留

四
」（
本
二
二
七
）

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

一
銀
弐
拾
六
貫
五
百
目

六
月
五
日
請
取

一
銀
弐
拾
六
貫
目

同
十
六
日
請
取

（
＊
）

一
銀
弐
拾
六
貫
目

同
廿
三
日
請
取

右
御
為
替
銀
、
於
大
坂
御
金
蔵
書
面
之
通
奉
請
取
候
、
仍
之
御
断
奉
申
上
候
、
以
上

寛
政
四
年
子
六
月
廿
七
日

三
井
次
郎
右
衛
門

三
井
三
郎
助深
井
助
九
郎

名
代

三
井
元
之
助

御

五
括
か
ら
な
る
綴
葉
装
の
帳
簿
で
、
積
み
重
ね
た
際
に
見
え
る
よ
う
下
小
口
に
「
御
為
替
届
四
」
と
あ
る
。

同
形
式
の
状
の
写
し
が
丁
表
裏
に
各
一
通
ず
つ
記
さ
れ
て
い
く
形
式
で
あ
る
。
差
出
は
常
に
御
為
替
三
井
組
の
御
用
名
前
で
あ
る
三
井
次

郎
右
衛
門
・
三
郎
助
・
元
之
助
の
う
ち
一
名
と
他
二
名
の
名
代
（
６
）、
宛
所
は
「
御
」
一
文
字
で
、
月
末
ご
と
に
一
通
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
毎
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月
、
受
け
取
っ
た
御
為
替
金
銀
に
つ
い
て
幕
府
に
報
告
す
る
届
書
の
写
し
と
わ
か
る
。
い
ま
追
跡
し
て
い
る
六
月
一
六
日
請
取
の
御
為
替
は
、

二
件
目
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
＊
印
）。
送
金
先
や
上
納
日
、
名
目
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
な
い
。

（
ト
）
大
坂
両
替
店
「
御
為
替
配
分
帳
」（
別
一
七
一
五
）

「
改

（
印
）

上
」

一
銀
弐
拾
六
貫

内
小
玉
銀
三
貫
目

目
（
ａ
）
（
割
印
）
割
拾
参
貫
目
（
ｂ
）
「
消

（
印
）

」
子
六
月
十
六
日
請
取

同
九
月
十
八
日
上
納
（
ｃ
）

去
亥
御
年
貢
銀
之
内
（
ｄ
）

一
銀
弐
拾
四
貫
目

十
人
組

都
合
銀
五
拾
貫
目

内
小
玉
銀
五
貫
目

（
ｅ
）

以
下
は
、
大
坂
両
替
店
の
記
録
と
な
る
。
「
御
為
替
配
分
帳
」
は
竪
帳
で
、
裏
表
紙
に
「
三
井
次
郎
右
衛
門
」
と
、
下
小
口
に
「
寛
政
二

戍
配
分
」
と
あ
る
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
（
イ
）
京
三
井
組
「
押
切
帳
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
形
式
を
も
っ
て
い
る
。
印
が
お
さ
れ
、

他
の
箇
所
で
は
し
ば
し
ば
朱
筆
で
注
記
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
（
７
）、
大
坂
両
替
店
に
お
け
る
、
御
為
替
御
用
業
務
の
基
本
台
帳
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
記
載
内
容
は
、
（
ａ
）
金
額
と
貨
幣
の
う
ち
わ
け
、
（
ｃ
）
請
取
日
と
上
納
日
（
記
載
順
は
こ
れ
に
拠
る
）
、
（
ｄ
）
名
目
、
（
ｅ
）
十

人
組
の
請
負
額
と
両
組
の
請
負
合
計
値
で
あ
る
。「
改
上
」
印
・「
消
」
印
は
す
べ
て
の
項
目
に
あ
り
、
上
納
が
済
ん
だ
意
で
あ
ろ
う
（
８
）。
（
ｂ
）

は
明
確
で
な
い
が
、
他
の
記
事
で
、
「
京
都
引
請
」
と
注
記
さ
れ
る
案
件
に
は
記
さ
れ
な
い
か
ら
、
大
坂
両
替
店
と
京
両
替
店
で
の
配
分
を

示
す
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
京
都
の
（
イ
）「
押
切
帳
」
に
も
対
応
す
る
項
目
が
あ
る
。

な
お
、
賀
川
隆
行
が
享
保
期
に
つ
い
て
用
い
た
「
御
為
替
金
銀
配
分
帳
」（
別
一
一
五
七
）
は
、
こ
れ
と
異
な
る
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
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（
ホ
）
大
坂
両
替
店
「
御
為
替
金
銀
割
方
扣
」（
追
一
五
七
一
）

子
六
月
十
六
日
渡

（
ａ
）

一
銀
五
拾
貫
目

内
小
玉
銀
五
貫
目

弐
拾
六

弐
拾
六
貫
目

貫
八
拾
三
匁
五
分

三
（
ｂ
）

弐
拾
三

弐
拾
四
貫
目

貫
九
百
拾
六
匁
五
分

十

〆

弐
貫
五
拾
八
匁
弐
分
八
厘
弐
弗

不
三

弐
貫
五
拾
八
匁
弐
分
八
厘
弐
弗

過
十

（
ｃ
）

横
帳
で
、
裏
表
紙
に
は
「
御
為
替
惣
中
」
と
あ
る
。
為
替
金
を
受
取
っ
た
日
（
ａ
）
、
受
け
取
り
額
と
三
井
組
・
十
人
組
に
よ
る
配
分
額

（
ｂ
）
が
記
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
三
井
組
・
十
人
組
に
よ
る
御
為
替
の
配
分
を
記
す
帳
簿
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
ｂ
）
で
は
、
他
の
帳
簿
に
み
え
る
三
井
組
二
六
貫
目
・
十
人
組
二
四
貫
目
と
い
う
数
字
を
肩
書
き
に
、
そ
れ
と
は
若
干
異
な
る
金
額
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
項
目
の
直
前
に
は
、（
イ
）「
押
切
帳
」
の
記
事
に
付
記
さ
れ
て
い
た
十
人
組
の
家
質
高
の
増
額
と
、
そ
れ
に
基
づ
く

配
分
比
率
の
変
更
が
記
さ
れ
て
い
る
。
新
た
な
比
率
は
、
三
井
組
〇
･五
二
一
六
七
、
十
人
組
〇
･四
七
八
三
三
で
あ
り
、
五
〇
貫
目
を
こ
れ

に
従
っ
て
分
割
す
る
と
、（
ｂ
）
の
数
字
が
ち
ょ
う
ど
算
出
さ
れ
る
。

し
か
し
後
掲
の
幕
府
へ
の
報
告
書
類
を
含
め
て
他
の
す
べ
て
の
帳
簿
で
は
、
配
分
額
は
三
井
組
二
六
貫
目
・
十
人
組
二
四
貫
目
で
あ
る
。

御為替三井組の御用関係帳簿類について（村）
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八
三
匁
五
分
ず
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
反
映
す
る
記
載
項
目
が
（
ｃ
）
で
あ
る
。
こ
の
帳
簿
上
の
直
前
の
御
為
替
（
六
月
五
日
渡
し
）
で
は
、

（
ｃ
）
の
額
面
は
一
貫
九
七
四
匁
七
分
八
厘
二
弗
で
、
本
記
事
の
（
ｃ
）
と
の
差
が
ち
ょ
う
ど
八
三
匁
五
分
と
な
る
。
つ
ま
り
こ
の
御
為
替

送
金
で
、
家
質
高
に
も
と
づ
く
厳
密
な
比
率
に
従
え
ば
三
井
組
が
二
六
貫
八
三
匁
五
分
を
分
担
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
実
際
に
は
区
切
り
よ
く

二
六
貫
目
と
し
、
不
足
す
る
八
三
匁
五
分
を
（
ｃ
）
に
加
算
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
ｃ
）
は
こ
の
ず
れ
を
累
計
す
る
項
目
で
あ
り
、
こ
の

記
事
の
段
階
で
、
本
来
担
う
べ
き
額
に
比
し
て
銀
二
貫
五
八
匁
二
分
八
厘
二
弗
、
三
井
組
が
過
少
に
、
十
人
組
が
過
大
に
分
担
し
て
き
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
前
後
の
記
事
を
み
る
と
、
こ
の
恒
例
の
送
金
の
よ
う
な
既
出
の
額
面
の
御
為
替
に
つ
い
て
は
、
（
ｂ
）
項
に
は
実
際
の
請
負
額
の

み
記
さ
れ
、
い
ま
み
た
よ
う
な
家
質
高
に
も
と
づ
く
計
算
値
は
示
さ
れ
ず
、（
ｃ
）
項
が
加
除
さ
れ
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

（
ヘ
）
大
坂
三
井
組
「
為
御
為
替
金
銀
請
払
之
留
」（
別
一
七
二
一
）

一
銀
弐
拾
六
貫
五
百
目

子
正
月
十
六
日
渡

（
一
六
項
目
略
）

一
銀
弐
拾
六
貫
五
百
目

同
六
月
五
日
渡

一
銀
弐
拾
六
貫
目

同
十
六
日
渡

（
ａ
）

一
銀
弐
拾
六
貫
目

同
廿
三
日
渡

（
二
八
項
目
略
）

一
銀
弐
拾
六
貫
目

子
十
二
月
十
六
日
渡

一
銀
弐
百
五
拾
貫
目

右
同
日
渡
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一
銀
弐
拾
六
貫
目

同
廿
三
日
渡

金
壱
万
三
千
弐
百
七
拾
弐
両

〆
弐
朱
判
四
千
弐
拾
三
両
壱
分

銀
千
九
百
拾
八
貫
三
百
壱
匁
六
分
五
厘
壱
毛

右
者
当
子
正
月
十
六
日

�同
十
二
月
廿
三
日

�、
大
坂
於
御
金
蔵
奉
請
取
候
、
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上

（
ｂ
）

寛
政
四
年
子
十
二
月

三
井
組
名
代杉
本

（
大
坂
両
替
店
後
見
）

久
次
郎

矢
野

（
同
支
配
）庄
次
郎

御
役
所

（
集
計
値
同
、
略
）

（
下
札
略
）

右
者
当
子
正
月
十
六
日

�同
十
二
月
廿
三
日

�、
大
坂
於
御
金
蔵
奉
請
取
候
、
尤
下
為
替
取
組
之
内
滞
銀
有
之
、
御
願
申
上
、
御
日

限
被
為
仰
付
被
下
、
則
下
ケ
札
ニ
相
記
置
申
候
、
且
御
定
之
日
限
相
廻
り
候
分
、
不
残
上
納
相
済
申
候
、
尤
下
為
替
取
組
之
内
、
日

限
来
り
未
相
済
不
申
分
も
有
之
候
得
共
、
相
対
を
以
日
限
相
延
せ
置
申
候
、
已
上
、

（
ｃ
）

寛
政
五
年
丑
四
月

三
井
組
名
代杉
本
久
次
郎

矢
野
庄
次
郎

御
役
所

御為替三井組の御用関係帳簿類について（村）
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七
括
か
ら
な
る
綴
葉
装
の
史
料
で
、
裏
表
紙
に
「
三
井
組
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
の
写
し
が
続
く
簿
冊
で
あ
る
。

ま
ず
寛
政
四
年
の
一
年
間
に
大
坂
御
金
蔵
で
う
け
と
っ
た
額
が
列
記
さ
れ
（
ａ
）、
こ
れ
に
二
通
り
の
付
け
書
が
つ
い
て
い
る
（
ｂ
・
ｃ
）。

こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
の
巻
の
冒
頭
に
、
文
政
期
の
雛
形
を
用
い
た
凡
例
が
あ
っ
て
、
同
じ
帳
面
を
年
末
に
「
御
月
番
目
安
方
」
へ
、
翌
年
四

月
に
「
御
為
替
掛
り
」
「
東
西
共
」
に
差
出
す
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
東
西
の
大
坂
町
奉
行
所
の
異
な
る
部
局
へ
提
出
し
た
報
告

書
の
控
え
と
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
（
９
）。
記
載
内
容
に
上
納
日
や
名
目
は
含
ま
れ
ず
、
京
両
替
店
で
い
え
ば
前
掲
の
（
ニ
）
「
京
大
坂
大
津
臨
時

御
為
替
金
銀
受
取
方
届
留
」
に
近
い
形
式
を
も
っ
た
帳
面
と
い
え
る
。
こ
の
記
事
の
（
ｃ
）
で
は
、
東
西
奉
行
所
の
「
御
為
替
掛
」
に
提
出

し
た
方
の
み
に
、
こ
の
御
為
替
送
金
の
た
め
に
取
り
組
ん
だ
下
為
替
の
一
部
で
滞
り
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
若
干
詳
し
い
報
告
が
記
さ
れ
て

い
る
。

な
お
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
享
保
期
の
も
の
の
性
格
を
賀
川
隆
行
が
解
説
し
て
い
る
が
、
こ
の
巻
の
途
中
で
宝
暦
末
期
を
境
に
記

載
形
式
が
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
記
事
は
新
た
な
形
式
で
記
さ
れ
て
い
る
（

�）。

（
リ
）
大
坂
三
井
組
「
御
証
文
控
帳
」（
別
一
二
五
一
）

請
取
申
銀
子
之
事

銀
弐
拾
六
貫
目
者

常
是
包

（
ａ
）

銘
、
配
分
帳
之
通
（
ｂ
）

右
者
従
大
坂
御
金
蔵
江
戸
江
被
差
下
候
為
替
銀
、
於
大
坂
当
六
月
十
六
日
渡
、
三
井
組
上
納
、
仍
如
件
（
ｃ
）

寛
政
四
子
年
九
月
十
八
日

堀
内
小

（
元
方
御
金
奉
行
）

膳
印

谷
田

（
同
）

久
太
郎

印

46



斎
田

（
同
）

直
四
郎

印

諏
訪

（
同
）

市
郎
左
衛
門
印

松
平
石

（
大
坂
町
奉
行
）

見
守
殿

坂
部

（
同
）

能
登
守
殿

春
田
半

（
大
坂
金
奉
行
）

十
郎
殿

酒
井

（
同
）

与
左
衛
門
殿

羽
太
織

（
大
番
士
）部
殿

伴
吉

（
同
）

五
郎
殿

「
御
証
文
控
帳
」
は
竪
帳
で
、
下
小
口
に
「
天
明
四
辰
年

御
証
文
控
牒

（
マ
マ
）」
と
あ
る
。
こ
こ
に
掲
げ
た
よ
う
な
状
を
ひ
た
す
ら
写
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
江
戸
の
元
方
金
奉
行
か
ら
、
大
坂
町
奉
行
・
大
坂
金
奉
行
・
大
番
士
各
二
名
（

�）へ
宛
て
た
、
御
為
替
送
金
の
請
取
証

明
で
あ
る
。
彼
ら
は
江
戸
御
金
蔵
・
大
坂
御
金
蔵
の
出
納
の
責
任
者
で
あ
る
。（
ａ
）
は
額
お
よ
び
貨
幣
で
あ
る
。（
ｂ
）
は
、
本
来
の
請
取

状
に
は
名
目
（「
銘
」
）
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
、「
配
分
帳
」
す
な
わ
ち
（
ト
）
に
譲
っ
て
こ
の
帳
簿
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。（
ｃ
）
が

本
文
で
、
六
月
一
六
日
に
三
井
組
に
渡
っ
た
大
坂
御
金
蔵
か
ら
江
戸
へ
の
御
為
替
銀
を
、
三
井
組
が
上
納
し
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

こ
の
場
合
の
御
為
替
御
用
は
、
江
戸
両
替
店
が
江
戸
御
金
蔵
へ
銀
を
納
入
し
て
こ
の
請
取
証
（
納
札
）
を
と
り
、
こ
れ
を
大
坂
両
替
店
へ

送
り
、
在
坂
の
幕
府
役
人
に
提
出
、
渡
り
の
際
に
提
出
し
た
預
り
手
形
（

�）を
回
収
す
る
こ
と
で
完
結
し
た
と
思
わ
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
幕
府
側
、

た
と
え
ば
大
坂
町
奉
行
所
で
は
、
こ
の
請
取
状
と
、
（
へ
）
に
写
さ
れ
た
請
取
の
一
覧
を
照
合
す
る
こ
と
で
、
御
用
の
完
遂
を
確
認
で
き
る

こ
と
に
な
る
。

御為替三井組の御用関係帳簿類について（村）
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（
二

）
京

都
町

奉
行

所
よ

り
大

坂
御

金
蔵

へ
の

御
為

替
送

金

第
1図

で
（
Ｃ
）
と
し
て
示
し
た
も
の
で
、
ふ
つ
う
「
京
都
御
為
替
」
と
呼
称
さ
れ
る
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
四
月
一
日
渡
り
・
同

年
六
月
二
三
日
上
納
の
、
銀
一
貫
五
匁
二
分
二
厘
一
毛
の
送
金
を
例
と
し
て
と
り
あ
げ
る
。

（
ロ
）
京
三
井
組
「
御
為
替
留
壱
」（
続
二
七
六
八
）

「
高

（
割
印
）」

一
銀
拾
壱
貫
五

内
小
玉
銀
壱
貫
百
目
六
分

匁
弐
分
弐
厘
壱
毛

（
ａ
）
「
済

（
印
）」
「
消

（
印
）」

丑
四
月
朔
日
請
取

同
六
月
廿
三
日
上
納

（
ｂ
）

去
子
年
正
月

�十
二
月

�、
京
廻
御
土
居
藪
竹
笹
枝
筆
皮
風
折
木
下
刈
枝
柴
等
御
払
代
銀
并
藪
地
年
貢
米
代
銀
（
ｃ
）

こ
の
史
料
は
九
括
か
ら
な
る
綴
葉
装
の
帳
簿
で
、
裏
表
紙
に
「
三
井
三
郎
助
」
と
あ
る
。
①
「
御
為
替
」
・
②
「
大
坂
納
御
為
替
」
の
二

つ
の
項
目
に
分
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
形
態
や
記
載
形
式
は
（
イ
）
「
押
切
帳
」
と
同
様
で
あ
り
、
（
イ
）
「
押
切
帳
」
の
二
項
を
独
立
さ

せ
、
新
た
な
帳
簿
と
し
た
も
の
で
あ
る
（

�）。
冒
頭
に
「
寛
政
四
年
八
月
よ
り
」
と
あ
っ
て
、
実
際
の
収
録
項
目
と
見
比
べ
る
と
こ
れ
は
渡
り
の

日
付
を
示
し
て
お
り
（

�）、
筆
録
者
の
意
識
と
し
て
は
こ
の
帳
簿
は
渡
り
の
記
録
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
恐
ら
く
渡
り
の
段
階
で
項
目
が
立
て
ら

れ
、
後
に
上
納
の
日
付
が
加
筆
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
各
種
の
印
鑑
が
押
し
て
あ
り
、
御
用
の
実
務
に
用
い
た
基
本
台
帳
で
あ
る
。

こ
の
項
目
は
、
②
「
大
坂
納
御
為
替
」
項
に
載
っ
て
い
る
。

（
ａ
）
で
金
額
と
貨
幣
、（
ｂ
）
で
請
取
日
と
上
納
日
、（
ｃ
）
で
名
目
が
示
さ
れ
る
。（
Ａ
）
と
異
な
り
、
三
井
組
が
単
独
で
担
う
の
で
十

人
組
と
の
配
分
は
記
さ
れ
ず
、
ま
た
「
割
」
表
記
も
な
い
。
○
印
が
押
さ
れ
な
い
こ
と
も
、
①
「
御
為
替
」
項
と
は
異
な
っ
て
い
る
。「
済
」

印
は
全
て
の
項
目
に
押
し
て
あ
り
、
上
納
が
終
っ
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
割
印
「
高
」
と
「
消
」
印
は
セ
ッ
ト
で
押
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
明
ら
か
で
な
い
。
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（
ハ
）
京
三
井
組
「
江
戸
大
坂
御
金
蔵
御
請
納
御
証
文
留
三
」（
別
一
〇
六
一
）

請
取
申
銀
子
之
事

合
銀
拾
壱
貫
五
匁

内
小
玉
銀
壱
貫
百
目
六
分

弐
分
弐
厘
壱
毛
者

常
是
包

（
ａ
）

去
子
年
正
月

�十
二
月

�、
京
廻
御
土
居
藪
竹
笹
枝
筆
皮
風
折
木
下
刈
枝
柴
等
御
払
代
銀
并
藪
地
年
貢
米
代
銀
（
ｂ
）

右
者
従
京
都
町
奉
行
所
大
坂
御
金
蔵
へ
被
差
下
候
為
替
銀
（
ｃ
）、
於
京
都
当
四
月
朔
日
渡
（
ｄ
）、
八
十
日
限
之
積
を
以
三
井
組
上

納
（
ｅ
）、
仍
如
件

寛
政
五
癸
丑
年
六
月
廿
三
日

海
野
新

（
大
番
士
）左
衛
門
印

中
嶋

（
同
）

宇
右
衛
門
印

須
藤
粂

（
大
坂
金
奉
行
）

次
郎

印
参
府
ニ
付
無
印
形

春
田

（
同
）

半
十
郎

坂
部
能

（
大
坂
町
奉
行
）

登
守

印

松
平

（
同
）

石
見
守

印

菅
沼
下

（
京
都
町
奉
行
）

野
守
殿

御為替三井組の御用関係帳簿類について（村）
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「
江
戸
大
坂
御
金
蔵
御
請
納
御
証
文
留
」
は
横
帳
で
、
背
表
紙
に
「
三
井
」
と
あ
る
。
内
容
は
①
「
諸
冥
加
金
銀
御
為
替
方
」・
②
「
大
津

御
米
代
御
為
替
方
」・
③
「
諸
方
付
込
」
の
三
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、
③
「
諸
方
付
込
」
項
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
Ａ
）
で
み
た
（
リ
）「
御
証
文
控
帳
」
と
よ
く
似
た
記
載
形
式
を
も
ち
、
こ
の
場
合
に
は
大
坂
町
奉
行
・
大
坂
金
奉
行
・
大
番
士
各
二
名

か
ら
京
都
町
奉
行
へ
宛
て
た
納
札
（
請
取
証
明
）
が
写
さ
れ
て
い
る
。
（
ａ
）
で
金
額
と
貨
幣
、
（
ｂ
）
で
名
目
が
付
記
さ
れ
、
本
文
で
は

（
ｃ
）
で
送
金
ル
ー
ト
、
（
ｄ
）
で
渡
り
の
場
所
・
日
付
が
示
さ
れ
、
（
ｅ
）
で
期
限
内
に
三
井
組
か
ら
御
為
替
銀
を
う
け
と
っ
た
こ
と
を
証

し
て
い
る
。

（
チ
）
大
坂
三
井
組
「
京
都
御
為
替
銘
書
帳
」（
別
一
七
二
八
）

一
銀
拾
壱
貫
五
匁
弐
分

内
小
玉
銀
壱
貫
百
目
六
分

弐
厘
壱
毛

（
ａ
）

丑
四
月
朔
日
請
取

同
六
月
廿
三
日
上
納

（
ｂ
）

去
子
年
正
月

�十
二
月

�、
京
廻
御
土
居
藪
竹
笹
枝
筆
皮
風
折
木
下
刈
枝
柴
等
御
払
代
銀
并
藪
地
年
貢
米
代
銀
（
ｃ
）

「
菅

（
朱
書
）沼
下
野
守
様
宛
」

（
ｄ
）

竪
帳
で
あ
り
、
裏
表
紙
に
「
三
井
店
」
と
、
下
小
口
に
「
京
都
御
為
替
銘
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（

�）。

記
載
形
式
は
、（
ト
）「
御
為
替
配
分
帳
」
に
近
く
、（
ａ
）
で
金
額
と
貨
幣
、（
ｂ
）
で
請
取
日
と
上
納
日
、（
ｃ
）
で
名
目
が
示
さ
れ
る
。

朱
書
さ
れ
る
（
ｄ
）
は
、（
ハ
）
（
リ
）
に
写
さ
れ
る
こ
の
御
為
替
送
金
の
請
取
証
明
書
（
納
札
）
の
宛
所
を
示
し
て
い
る
。
大
坂
両
替
店
が

大
坂
御
金
蔵
に
納
金
し
、
請
取
証
明
を
と
っ
て
こ
こ
に
注
記
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
印
鑑
の
類
は
押
さ
れ
て
い
な
い
が
、
た
び
た
び
朱
書

で
文
書
処
理
上
の
注
記
な
ど
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
基
本
台
帳
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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（
リ
）
大
坂
三
井
組
「
御
証
文
控
帳
」（
別
一
二
五
一
）

請
取
申
銀
子
之
事

合
銀
拾
壱
〆
五
匁
弐
分
弐
厘
壱
毛
者

常
是
包

内
小
玉
銀
壱
〆
百
目
六
分

銘
、
銘
書
帳
之
通

右
者
従
京
都
町
奉
行
所
大
坂
御
金
蔵
へ
被
差
下
候
為
替
銀
、
於
京
都
当
四
月
朔
日
渡
、
三
井
組
上
納
、
仍
如
件

寛
政
五
癸
丑
年
六
月
廿
三
日

海
野

（
大
番
士
）

新
左
衛
門
印

中
嶋

（
同
）

宇
右
衛
門
印

須
藤
久
米

（
大
坂
金
奉
行
）次
郎
印

春
田

（
同
）

半
十
郎

印

坂
部
能

（
大
坂
町
奉
行
）

登
守

松
平

（
同
）

石
見
守

菅
沼
下

（
京
都
町
奉
行
）

野
守
殿

唯
一
、
（
Ａ
）
と
重
複
す
る
史
料
と
な
る
。
記
載
形
式
は
前
述
し
た
と
お
り
で
、「
銘
」
つ
ま
り
御
為
替
の
名
目
に
つ
い
て
は
「
銘
書
帳
」

す
な
わ
ち
（
チ
）
に
譲
る
と
の
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

御為替三井組の御用関係帳簿類について（村）
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京
両
替
店
の
（
ハ
）
「
江
戸
大
坂
御
金
蔵
御
請
納
御
証
文
留
」
が
載
せ
る
帳
面
と
同
じ
文
書
を
写
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
文
中
に
日
限
が

な
く
、
ま
た
差
出
の
印
の
有
無
に
違
い
が
あ
る
。
幕
府
の
大
坂
役
人
が
両
店
に
異
な
る
請
取
を
出
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
は
い

ず
れ
か
の
写
し
間
違
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
（
リ
）
は
全
体
に
文
字
が
粗
く
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
脱
落
と
思
わ
れ
る
項
目
も
み
ら
れ

る
の
で
、（
ハ
）
が
正
文
に
近
い
で
あ
ろ
う
。

（
三

）
京

都
町

奉
行

所
よ

り
江

戸
御

金
蔵

へ
の

御
為

替
送

金

第

1図
で
（
Ｆ
）
と
し
て
示
し
た
も
の
。
こ
こ
で
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
五
月
二
四
日
渡
り
・
同
年
八
月
二
六
日
上
納
の
銀
二
二

貫
一
九
四
匁
四
分
五
厘
の
御
為
替
送
金
を
と
り
あ
げ
る
。

（
イ
）
京
三
井
組
「
押
切
帳
」（
続
二
七
七
二
）

定
式

一
○○
銀
弐
拾
弐
貫
百
九
拾
四
匁
四
分
五
厘
（
ａ
）
「
済

（
印
）」

丑
五
月
廿
四
日
請
取
○
○

同
八
月
廿
六
日
上
納

（
ｂ
）

是
者
山
城
・
大
和
・
近
江
・
丹
波
四
ヶ
国
之
内
、
水
車
・
人
力
油
稼
并
中
買
之
も
の
共
、
去
亥
年
冥
加
銀
（
ｃ
）

（
Ａ
）
で
み
た
の
と
同
じ
帳
簿
で
あ
り
、
こ
の
記
事
は
①
「
御
為
替
」
項
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
（
ａ
）
で
金
額
が
、
（
ｂ
）
で
請
取
日
と

上
納
日
が
示
さ
れ
る
。
請
取
日
の
下
に
○
印
が
二
つ
あ
っ
て
一
方
に
「
定
式
」
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
日
に
こ
の
御
為
替
銀
と
、
恒
例

の
年
貢
米
払
代
銀
送
金
（（

1）
で
み
た
種
類
の
御
為
替
（
Ａ
））
の
二
口
を
う
け
と
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
Ａ
）
は
大
坂
御
金
蔵
か
ら
の

送
金
で
、
こ
れ
は
京
都
町
奉
行
所
か
ら
の
送
金
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
○
印
に
よ
る
件
数
表
記
は
、
必
ず
し
も
同
じ
役
所
か
ら
の
送
金
を
意
味

し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

52



（
ハ
）
京
三
井
組
「
江
戸
大
坂
御
金
蔵
御
請
納
御
証
文
留
三
」（
別
一
〇
六
一
）

請
取
申
銀
子
之
事

銀
弐
拾
弐
貫
百
九
拾
四
匁
四
分
五
厘
者
常
是
包
（
ａ
）

山
城
・
大
和
・
近
江
・
丹
波
四
ヶ
国
之
内
、
水
車
・
人
力
油
稼
并
仲
買
之
者
共
、
去
亥
年
冥
加
銀
（
ｂ
）

右
者
為
替
銀
於
京
都
当
五
月
廿
四
日
渡
（
ｃ
）、
三
井
組
上
納
（
ｄ
）、
仍
如
件

寛
政
四
子
年
八
月
廿
六
日

堀 （元
方
金
奉
行
）

内
小
膳

印

谷
田

（
同
）

久
太
郎

印

斎
田

（
同
）

直
四
郎

印

諏
訪

（
同
）

市
郎
左
衛
門
印

菅
沼
下

（
京
都
町
奉
行
）

野
守
殿

三
浦

（
同
）

伊
勢
守
殿

（
Ｃ
）
で
み
た
の
と
同
じ
帳
面
で
、
こ
の
記
事
も
や
は
り
③
「
諸
方
付
込
」
項
に
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
江
戸
の
元
方
金
奉
行
か
ら
京
都

町
奉
行
へ
宛
て
た
納
札
（
請
取
証
明
）
で
あ
る
。

（
ａ
）
で
金
額
と
貨
幣
、
（
ｂ
）
で
名
目
が
付
記
さ
れ
、
本
文
で
は
（
ｃ
）
で
渡
り
の
場
所
・
日
付
が
示
さ
れ
、
（
ｄ
）
で
三
井
組
か
ら
御

為
替
銀
を
う
け
と
っ
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

御為替三井組の御用関係帳簿類について（村）
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（
ヌ
）
大
坂
三
井
組
「
京
都
并
南
都
御
為
替
金
銀
上
納
書
抜
」（
別
二
二
四
六

�一
四
）

覚

（
五
項
目
略
）

京
都
御
為
替
（
ａ
）

子
五
月
廿
四
日
渡
・
同
八
月
廿
六
日
上
納
（
ｂ
）

一
銀
弐
拾
弐
貫
百
九
拾
四
匁
四
分
五
厘

三
井
組

（
ｃ
）

山
城
・
大
和
・
近
江
・
丹
波
四
ヶ
国
之
内
、
水
車
・
人
力
油
稼
并
中
買
之
者
共
、
去
亥
年
冥
加
銀
（
ｄ
）

代
金
三
百
八
拾

内
弐
朱
判
百
九
拾
両

両
・
銀
拾
三
匁
八
分
五
厘

（
ｅ
）

（
二
項
目
略
）

右
之
通
、
京
都
并
南
都
御
為
替
金
銀
、
去
子
年
中
上
納
高
ニ
御
座
候
、
已
上

丑
十
月

御
為
替両
組

「
京
都
并
南
都
御
為
替
金
銀
上
納
書
抜
」
は
薄
い
竪
帳
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
（

�）、
一
年
一
冊
作
ら
れ
て
い
る
が
、
現
存
し
て
い
る
年
は
多
く

な
い
。
紙
背
に
同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
古
い
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
一
時
的
に
作
成
さ
れ
る
が
、
本
来
は
そ
れ
ほ
ど
長
期
間
保

存
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
の
御
為
替
送
金
に
つ
い
て
、
大
坂
両
替
店
に
残
さ
れ
た
帳
簿
は
こ
の
（
ヌ
）
の

み
で
あ
る
。

（
ａ
）
に
分
類
（
表
題
ど
お
り
、
他
に
「
南
都
御
為
替
」
が
あ
る
）、（
ｂ
）
に
請
取
日
・
上
納
日
、（
ｃ
）
大
坂
で
の
請
取
銀
高
・
貨
幣
と
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担
当
の
組
、（
ｄ
）
に
名
目
、（
ｅ
）
に
江
戸
で
の
上
納
金
高
と
貨
幣
が
示
さ
れ
、
御
為
替
送
金
に
関
す
る
情
報
が
ひ
と
と
お
り
記
さ
れ
る
。

宛
所
は
な
い
が
、
幕
府
へ
の
報
告
書
類
の
控
え
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
お
そ
ら
く
は
大
坂
町
奉
行
所
へ
、
年
一
回
ま
と
め
て
簡
単
な

報
告
を
し
た
も
の
で
、
年
表
記
が
な
い
こ
と
は
原
文
書
が
一
時
的
な
書
類
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

（
四

）
大

津
御

蔵
よ

り
江

戸
御

金
蔵

へ
の

御
為

替
送

金

第

1図
で
（
Ｇ
）
と
し
て
示
し
た
も
の
で
、
ふ
つ
う
「
大
津
御
為
替
」
と
呼
ば
れ
る
（

�）。
例
と
し
て
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
閏
二
月
三

日
渡
・
同
年
五
月
六
日
上
納
の
銀
八
五
貫
五
二
匁
八
分
六
厘
の
送
金
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
れ
は
土
浦
藩
主
土
屋
英
直
の
近
江
領
が
寛
政
二
年

一
一
月
に
上
知
と
な
り
（

�）、
こ
の
年
分
の
年
貢
米
に
つ
い
て
、
代
銀
を
大
津
御
蔵
か
ら
江
戸
へ
送
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
イ
）
京
三
井
組
「
押
切
帳
」（
続
二
七
七
二
）

大
津

定
式

「
高

（
割
印
）」
一
○○
銀
八
拾
五
貫
五
拾
弐
匁
八
分
六
厘

「
済

（
印
）」

「
消

（
印
）」

（
閏
二
月
三
日
）

右
同
日
請
取
○
○
○

（
五
月
六
日
）

右
同
日
上
納

大
津
御
為
替

右
者
土
屋
但
馬
守
村
替
上
知
江
州
去

�戌
年
米
請
取
置
分
御
払
代
銀

（
Ａ
）（
Ｆ
）
で
み
た
も
の
と
同
じ
帳
簿
で
あ
り
、
こ
の
送
金
の
場
合
に
も
、
こ
れ
が
基
本
台
帳
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
①
「
御
為

替
」
項
に
載
る
。
請
取
日
の
下
に
は
○
が
三
つ
あ
り
、
同
じ
日
に
同
じ
く
大
津
御
蔵
か
ら
の
御
為
替
、
お
よ
び
定
式
の
御
為
替
（
（
Ａ
）
と

同
じ
性
格
の
送
金
）
の
二
口
を
も
受
け
取
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

御為替三井組の御用関係帳簿類について（村）

55



（
ニ
）
京
両
替
店
「
京
大
坂
大
津
臨
時
御
為
替
金
銀
受
取
方
届
留
」（
本
二
二
七
）

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

一
銀
弐
拾
弐
貫
九
百
八
拾
弐
匁
三
厘

閏
二
月
三
日
請
取

一
銀
八
拾
五
貫
五
拾
弐
匁
八
分
六
厘

右
同
日
請
取

右
者
大
津
御
蔵
御
払
米
代
御
為
替
銀
、
書
面
之
通
奉
請
取
候
、
依
之
御
断
奉
申
上
候
、
以
上

寛
政
四
年
子
壬
二
月
廿
七
日

右
同
断

（
三
井
次
郎
右
衛
門
・
三
井
元
之
助
名
代
深
井
助
九
郎
、
三
井
三
郎
助
）

御

（
Ａ
）
で
み
た
の
と
同
じ
簿
冊
で
あ
り
、
月
末
に
請
取
額
を
ま
と
め
て
提
出
し
た
報
告
書
の
控
え
で
あ
る
。
記
載
形
式
は
、
お
お
む
ね

（
Ａ
）
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。（
Ａ
）
で
み
た
の
と
や
や
異
な
り
、
本
文
に
名
目
の
説
明
が
あ
る
が
、
二
項
目
ま
と
め
て
お
払
い
米
代
銀
と

し
て
お
り
、
い
ま
追
っ
て
い
る
御
為
替
の
詳
し
い
説
明
で
は
な
い
。

（
ハ
）
京
三
井
組
「
江
戸
大
坂
御
金
蔵
御
請
納
御
証
文
留
」（
別
一
〇
六
一
）

覚

一
銀
弐
拾
弐
貫
九
百
八
拾
弐
匁
三
厘
者
常
是
包

一
銀
八
拾
五
貫
五
拾
弐
匁
八
分
六
厘
者
同
断

右
納
札
弐
枚
請
取
、
先
達
而
其
元

�大
津
ニ
而
清
左
衛

（
大
津
代
官
石
原
）

門
方
江
被
入
置
候
手
形
与
御
引
替
可
有
之
候
、
為
其
仍
如
件
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寛
政
四
子
年
五
月
六
日

岩
間
瀧
右

（
大
津
代
官
所
手
代
）

衛
門
印

右
同
断
宛

（
三
井
次
郎
右
衛
門
・
三
井
三
郎
助
・
三
井
元
之
助
）

（
Ａ
）
で
み
た
の
と
同
じ
帳
簿
で
あ
り
、
こ
の
記
事
は
②
「
大
津
御
米
代
御
為
替
方
」
の
項
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
差
出
の
岩
間
瀧
右
衛

門
は
、
前
後
の
同
様
の
記
事
に
肩
書
き
つ
き
で
登
場
す
る
場
合
が
あ
り
、
大
津
代
官
所
の
手
代
と
わ
か
る
。
（
ル
）
で
み
た
大
津
米
蔵
の
恒

例
の
払
米
代
銀
と
計
二
口
の
納
札
を
う
け
と
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
納
札
と
は
、（
Ａ
）
で
の
（
リ
）、
（
Ｃ
）
で
の
（
ハ
）（
リ
）
に
相

当
す
る
請
取
証
明
で
、
江
戸
の
元
方
金
奉
行
か
ら
大
津
代
官
石
原
に
宛
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
引
替
え
に
、
渡
り
の
際
に
大
津
代
官

所
に
提
出
し
た
預
り
手
形
を
回
収
し
、
一
連
の
手
続
き
が
終
る
こ
と
に
な
る
。

（
ル
）
大
坂
三
井
組
「
二
条
大
津
御
米
御
払
代
銀
上
納
書
抜
」（
別
二
二
四
六

�三
〇
）

覚

（
四
項
目
略
）

子
閏
二
月
三
日
渡
・
同
五
月
六
日
上
納

一
銀
弐
拾
弐
貫
九
百
八
拾
弐
匁
三
厘

大
津
御
蔵
去

�戌
年
納
米
御
払
代
銀

代
金
三
百
九
拾
両
弐
分
・
銀
拾
弐
匁
八
分
弐
厘

内
弐
朱
判
百
九
拾
五
両
二
分

右
同
断
（
ａ
）
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一
銀
八
拾
五
貫
五
拾
弐
匁
八
分
六
厘
（
ｂ
）

土
屋
但
馬
守
村
替
上
知
江
州
去

�戌
年
米
請
取
置
候
分
御
払
代
銀

（
ｃ
）

代
金
千
四
百
四
拾
五
両
三
分
・
銀
拾
三
匁
八
分
四
厘
五
毛

（
ｄ
）

内
弐
朱
判
七
百
弐
拾
弐
両
三
分

（
七
項
目
略
）

右
之
通
大
津
御
米
御
払
代
銀
、
去
子
年
中
上
納
高
ニ
御
座
候
、
以
上

丑
十
月

御
為
替
三
井
組

「
二
条
大
津
御
米
御
払
代
銀
上
納
書
抜
」
は
薄
い
竪
帳
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
（

�）、
史
料
名
と
年
代
比
定
は
原
表
題
に
よ
る
が
、
こ
の
冊
で
は

表
紙
に
「
但
二
条
不
渡
故
除
キ
」
と
あ
り
、
（
ｅ
）
の
本
文
も
大
津
蔵
米
の
払
米
代
銀
の
み
言
及
し
て
い
る
。
同
シ
リ
ー
ズ
の
次
巻
は
「
大

津
御
米
御
払
代
銀
上
納
書
抜
」（
別
二
二
四
六

�三
一
）
と
な
り
、
表
題
か
ら
二
条
の
文
字
が
消
え
て
い
る
。

（
Ｆ
）
で
み
た
（
ヌ
）
「
京
都
并
南
都
御
為
替
金
銀
上
納
書
抜
」
（
別
二
二
四
六

�一
四
）
と
非
常
に
似
て
お
り
、
同
様
に
現
存
し
て
い
る

年
は
多
く
な
く
、
一
時
的
な
書
類
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
（
Ｆ
）
と
同
様
、
こ
の
ル
ー
ト
の
御
為
替
送
金
に
つ
い
て
も
、
大
坂
両
替
店
に

残
さ
れ
た
帳
簿
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
。

各
項
目
ご
と
に
、（
ａ
）
に
請
取
日
・
上
納
日
、（
ｂ
）
に
大
坂
で
の
請
取
銀
高
、（
ｃ
）
に
名
目
、（
ｄ
）
に
江
戸
で
の
上
納
金
高
が
示
さ

れ
、
御
為
替
送
金
に
関
す
る
情
報
が
す
べ
て
記
さ
れ
る
。
全
体
の
差
出
は
、（
ヌ
）
「
京
都
并
南
都
御
為
替
金
銀
上
納
書
抜
」
が
「
御
為
替
両

組
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
「
御
為
替
三
井
組
」
で
あ
り
、
こ
の
ル
ー
ト
の
御
為
替
に
つ
い
て
は
三
井
組
が
一
手
に
引
受
け
て
い
た
こ
と
が
示

さ
れ
る
。
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（
1）

『
三
井
事
業
史
』
に
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
か
ら
月
三
回
・
年
三
五
回
、
一
回
に
つ
き
銀
五
〇
貫
目
で
、
文
化
期
中
期
以
降
は
三
井

組
二
六
貫
目
・
十
人
組
二
四
貫
目
で
配
分
し
た
と
あ
る
（
本

�第
一
巻
、
四
七
四
頁
）
。
賀
川
隆
行
に
よ
れ
ば
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
か

ら
、
す
べ
て
年
貢
銀
の
内
か
ら
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（
賀
川
前
掲
著
、
四
八
頁
）。

（

2）
綴
葉
装
（
綴
帖
装
、
列
帖
装
、
大
和
綴
）
は
、
料
紙
を
複
数
一
括
し
て
二
つ
に
折
り
（
折
、
括
な
ど
と
呼
ぶ
）
、
こ
れ
を
い
く
つ
も
重
ね
て

綴
じ
る
装
丁
。
近
世
の
商
家
で
は
、
ま
ず
竪
帳
・
横
帳
と
同
様
に
料
紙
を
一
枚
ず
つ
二
つ
折
り
に
し
た
上
で
、
綴
葉
装
の
よ
う
に
綴
じ
、
さ
ら

に
書
背
中
央
に
持
ち
運
び
用
の
紐
を
つ
け
る
袋
帳
綴
（
大
福
帳
仕
立
、
判
取
帳
）
が
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
た
と
い
う
（
藤
井
隆
『
日
本
古
典
書
誌

学
総
説
』
和
泉
書
院

一
九
九
一
年

六
三
頁
）
。
こ
れ
は
分
厚
い
簿
冊
も
頑
丈
に
装
丁
で
き
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
み
る
史
料
で
は
、

（
イ
）
（
ロ
）
（
ニ
）
（
ヘ
）
が
、
分
厚
い
料
紙
を
つ
か
っ
た
綴
葉
装
で
あ
る
。（
イ
）（
ロ
）
は
さ
ら
に
持
ち
運
び
用
の
紐
も
つ
き
、
藤
井
が
い
う

袋
帳
綴
の
特
徴
を
あ
わ
せ
も
つ
。
書
誌
学
的
な
特
徴
で
い
え
ば
、（
ヌ
）（
ル
）
を
の
ぞ
く
全
て
の
簿
冊
で
、
表
紙
・
裏
表
紙
に
補
強
材
を
入
れ

て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

（

3）
天
に
ち
か
い
前
小
口
に
紙
を
貼
り
、
項
目
名
を
記
し
て
あ
る
。
本
巻
（
続
二
七
七
二
）
は
冒
頭
を
欠
い
て
い
る
が
、
前
の
巻
か
ら
み
て
最
初

の
項
目
は
「
御
為
替
」
。
以
下
、
「
大
坂
納
御
為
替
」
「
当
座

四
」
「
元
方
」
「
本
店
引
当
」
「
預
金
銀
」
「
江
戸
為
替
」
「
大
坂
為
替
」
「
牧
野
様

月
割
引
当
」「
大
坂
為
替
」
「
当
座
」
と
続
く
。
同
じ
項
目
が
何
度
も
み
え
る
の
は
、
次
の
項
目
の
前
ま
で
書
き
尽
く
す
と
、
後
ろ
に
新
た
な
括

を
追
加
し
て
書
き
継
い
だ
た
め
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
綴
葉
装
の
帳
面
を
つ
く
り
、
項
目
名
も
つ
け
た
上
で
筆
録
を
は
じ
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

従
っ
て
項
目
に
よ
っ
て
は
白
紙
も
多
い
。
な
お
、
次
の
巻
か
ら
は
「
御
為
替
」
「
大
坂
納
御
為
替
」
項
が
な
く
な
り
、
こ
れ
ら
の
み
収
め
る

「
御
為
替
留
」
と
い
う
簿
冊
が
新
た
に
つ
く
ら
れ
る
（
後
述
）。

（

4）
一
つ
の
可
能
性
で
あ
る
が
、
渡
り
の
際
に
一
つ
、
上
納
が
済
ん
で
か
ら
二
つ
目
を
押
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（

5）
三
井
両
替
店
で
は
、
御
為
替
銀
を
受
け
取
る
の
は
京
両
替
店
で
、
約
半
分
を
大
坂
両
替
店
に
割
り
渡
す
と
い
う
建
前
で
あ
っ
た
（
賀
川
前
掲

著
、
三
八
頁
）。

（

6）
な
お
こ
の
と
き
、
次
郎
右
衛
門
は
南
家
五
代
高
英
、
三
郎
助
は
伊
皿
子
家
四
代
高
年
、
元
之
助
は
室

町
家
五
代
高
郷
（
高
民
）
で
あ
る
。
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（

7）
た
と
え
ば
、
御
為
替
の
名
目
や
請
取
地
の
注
記
に
「
当
地
」
と
あ
る
の
を
、
朱
書
で
「
大
坂
」
に
訂
正
し
て
い
る
。
大
坂
両
替
店
作
成
の
史

料
で
あ
る
が
、
三
井
組
全
体
と
し
て
、
あ
る
い
は
京
両
替
店
の
立
場
で
記
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（

8）
両
印
の
区
別
は
不
明
で
あ
る
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
一
方
は
上
納
の
際
に
押
し
、
一
方
は
あ
る
種
の
監
査
の
際
に
押
さ
れ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
な
お
西
川
登
に
よ
れ
ば
、「
消
」
印
は
、
同
じ
大
坂
両
替
店
の
「
出
入
帳
」「
大
福
帳
」
で
「
過
去
の
結
果
が
消
滅
す
る
取
引
」
に
押

さ
れ
る
印
で
あ
る
（
西
川
前
掲
著
、
三
〇
八
頁
）。

（

9）
こ
の
巻
に
載
る
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
三
月
付
の
報
告
書
に
、
朱
書
き
で
注
記
が
あ
っ
て
、
月
番
で
な
い
東
御
役
所
か
ら
も
提
出
を
求
め

ら
れ
、
以
降
は
二
冊
つ
く
り
両
御
役
所
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（

10）
変
更
前
の
形
式
は
、
享
保
期
に
つ
い
て
賀
川
隆
行
が
の
べ
て
い
る
（「
は
じ
め
に
」
注
（

6）
参
照
）。
宛
所
は
「
御
奉
行
所
」
で
あ
り
、
賀

川
に
よ
れ
ば
勘
定
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宝
暦
期
の
大
坂
御
為
替
の
一
時
的
な
途
絶
・
復
活
と
か
か
わ
っ
て
、
記
載
法
や
手
続

き
に
変
化
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（

11）
大
坂
在
番
か
ら
二
名
が
選
ば
れ
、
大
坂
金
奉
行
の
仮
役
を
務
め
る
例
で
あ
っ
た
（
飯
島
前
掲
著
二
五
三
頁
）
。
な
お
本
稿
の
範
囲
で
、
大
坂

御
金
蔵
に
関
す
る
証
文
で
は
、
差
出
・
宛
所
と
も
に
こ
の
三
者
が
セ
ッ
ト
で
登
場
す
る
。

（

12）
三
井
が
回
収
し
た
は
ず
だ
が
、
ど
の
御
為
替
に
つ
い
て
も
ま
と
ま
っ
て
現
存
は
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
ト
）
「
御
為
替
配
分
帳
」
（
別

一
七
一
五
）
の
冒
頭
に
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
雛
形
が
載
っ
て
い
る
。
差
出
は
御
用
名
前
三
名
の
連
印
で
、
文
面
は
、
恒
例
の
場
合
と
、

二
条
大
津
家
質
引
当
の
場
合
の
二
種
で
あ
る
。

（

13）
連
結
す
る
（
イ
）「
押
切
帳
」
（
続
二
七
七
二
）
を
み
る
と
、
両
項
と
も
に
ま
だ
白
紙
の
丁
が
た
っ
ぷ
り
残
っ
て
お
り
、
こ
の
状
態
で
新
た
に

別
に
（
ロ
）
「
御
為
替
留

壱
」
を
作
り
始
め
た
こ
と
は
、
帳
面
を
分
け
た
の
が
か
な
り
積
極
的
な
動
機
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
御
為
替
御
用
の
記
録
整
備
に
つ
い
て
意
識
的
な
動
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
「
は
じ
め
に
」
注
（

7）
参

照
）。

（

14）
（
イ
）「
押
切
帳
」
の
両
項
に
最
後
に
記
載
さ
れ
る
御
為
替
は
七
月
二
五
日
渡
り
・
一
〇
月
二
六
日
上
納
お
よ
び
七
月
一
二
日
渡
り
・
一
〇
月
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五
日
上
納
、
こ
の
（
ロ
）「
御
為
替
留
壱
」
（
続
二
七
六
八
）
両
項
に
記
載
さ
れ
る
御
為
替
は
八
月
二
日
渡
り
・
一
一
月
二
六
日
上
納
、
九
月

一
四
日
渡
り
・
一
二
月
五
日
上
納
で
あ
る
。

（

15）
下
小
口
の
表
紙
が
わ
四
分
の
一
ほ
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
っ
た
ん
綴
じ
て
小
口
書
を
記
し
た
後
、
紙
を
足
し
な
が
ら
筆
録
し
て
い
っ

た
と
わ
か
る
。

（

16）
現
在
は
同
じ
シ
リ
ー
ズ
や
（
ル
）、
他
の
資
料
と
合
わ
せ
て
製
本
さ
れ
て
お
り
、
原
型
は
明
瞭
で
な
い
。

（

17）
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
か
ら
三
井
組
が
一
手
に
引
き
受
け
た
（『
三
井
事
業
史
』
本

�第
一
巻
、
四
七
七
頁
）。

（

18）
和
泉
・
近
江
・
美
作
な
ど
の
所
領
を
、
陸
奥
・
出
羽
に
移
さ
れ
た
。『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
巻
（
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
六
七
年
）

一
九
二
頁
。

（

19）
現
在
は
同
じ
シ
リ
ー
ズ
や
（
ヌ
）、
他
の
史
料
と
合
わ
せ
て
製
本
さ
れ
て
お
り
、
原
型
は
明
瞭
で
な
い
。

二
帳
簿
類
の
性
格
と
相
互
の
関
係

（
一
）

京
両
替
店
の
帳
簿
類

本
章
で
は
、
前
章
で
み
た
具
体
的
な
記
述
内
容
、
お
よ
び
第

2表
に
示
し
た
記
載
範
囲
を
ふ
ま
え
て
、
帳
簿
ご
と
に
そ
の
性
格
を
検
討
し
、

相
互
の
関
係
を
考
え
て
ゆ
く
。

（
イ

）
「

押
切

帳
」・
（
ロ
）
「

御
為

替
留

」

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
（
ロ
）
「
御
為
替
留
」
は
、
（
イ
）
「
押
切
帳
」
シ
リ
ー
ズ
か
ら
、
御
為
替
御
用
に
か
ん
す
る
①
「
御
為
替
」
・
②

「
大
坂
納
御
為
替
」
の
二
項
を
独
立
さ
せ
、
新
た
な
帳
簿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
イ
）
「
押
切
帳
」
は
、
御
為
替
御
用
以
外
の
情
報
も
多
く

含
ん
で
い
る
が
（
１
）、
本
稿
で
あ
つ
か
う
御
為
替
御
用
に
か
ん
す
る
二
項
目
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
ほ
ぼ
完
全
に
同
じ
シ
リ
ー
ズ
と
み
な
す
こ
と
が
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で
き
る
。

①
「
御
為
替
」
項
で
は
、
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
を
、
②
「
大
坂
納
御
為
替
」
で
は
そ
の
名
の
通
り
大
坂
御
金
蔵
へ
の
送
金
を
載
せ
る
。

両
項
を
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
（
Ｉ
）
を
の
ぞ
き
、
今
回
検
討
す
る
御
為
替
送
金
す
べ
て
を
記
載
し
て
い
る
（
２
）。
基
本
的
に
は
こ
れ
ら
の
帳
簿
の

ふ
た
つ
の
項
目
を
み
れ
ば
、
御
為
替
三
井
組
が
た
ず
さ
わ
る
御
為
替
送
金
を
ほ
ぼ
網
羅
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
前
章
で
具
体
的
に
み
た
よ
う
に
、
こ
の
両
帳
簿
に
は
送
金
元
・
送
金
先
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
記
さ
れ
な
い
（
３
）。
基
本
的
に
は
、
確

実
に
上
納
を
済
ま
せ
た
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
た
め
の
台
帳
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
ハ

）
「

江
戸

大
坂

御
金

蔵
御

請
納

御
証

文
留

」

前
章
で
み
た
よ
う
に
、
御
為
替
金
銀
を
上
納
し
た
際
に
、
幕
府
役
人
か
ら
う
け
と
る
請
取
証
（
納
札
）
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
る
。
①

「
諸
冥
加
金
銀
御
為
替
方
」・
②
「
大
津
御
米
代
御
為
替
方
」・
③
「
諸
方
付
込
」
の
三
項
目
か
ら
な
る
。

今
回
検
討
す
る
範
囲
で
は
①
「
諸
冥
加
金
銀
御
為
替
方
」
項
に
は
（
Ｃ
）
一
件
の
み
し
か
な
い
（
４
）。
②
「
大
津
御
米
代
御
為
替
方
」
項
に
は
、

（
Ｇ
）
大
津
御
蔵
か
ら
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
を
載
せ
る
。
た
だ
し
寛
政
四
年
八
月
以
降
は
、（
ル
）（
イ
）（
ロ
）
な
ど
で
確
認
で
き
る
こ
の

ル
ー
ト
の
御
為
替
送
金
に
つ
い
て
も
、
証
文
が
載
っ
て
い
な
い
場
合
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

③
「
諸
方
付
込
」
項
は
、
も
っ
と
も
詳
細
で
あ
っ
て
、
御
為
替
以
外
に
か
ん
す
る
証
文
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
（
５
）。
本
稿
で
あ
つ
か
う
御

為
替
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
送
金
元
・
送
金
先
の
ど
ち
ら
か
が
、
京
都
町
奉
行
・
二
条
蔵
奉
行
・
京
都
代
官
ら
在
京
幕
府
役
人
で
あ
る
送
金
に

つ
い
て
載
せ
て
い
る
（
「
諸
冥
加
金
銀
御
為
替
方
」
項
に
載
る
場
合
を
除
く
）
。
こ
れ
は
、
次
に
み
る
（
ニ
）
「
京
大
坂
大
津
臨
時
御
為
替
金

銀
受
取
方
届
留
」
と
ほ
ぼ
完
全
に
排
他
的
な
関
係
と
な
る
。
前
掲
の
（
イ
）「
押
切
帳
」
・
（
ロ
）「
御
為
替
留
」
と
の
対
応
で
い
え
ば
、（
イ
）

（
ロ
）
の
②
「
大
坂
納
御
為
替
」
項
が
載
せ
る
、
大
坂
御
金
蔵
へ
の
送
金
は
す
べ
て
載
る
。
こ
れ
に
対
し
、
（
イ
）
（
ロ
）
の
①
「
御
為
替
」

項
が
載
せ
る
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
に
つ
い
て
は
、
（
Ｆ
）
京
都
町
奉
行
所
か
ら
の
場
合
の
み
を
載
せ
る
。
帳
面
全
体
と
し
て
み
て
も
、
江
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戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
は
（
Ｆ
）
の
み
し
か
記
載
し
な
い
。
表
題
の
あ
た
え
る
印
象
と
異
な
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
ニ

）
「

京
大

坂
大

津
臨

時
御

為
替

金
銀

受
取

方
届

留
」

前
章
で
く
わ
し
く
み
た
よ
う
に
、
御
為
替
の
請
取
額
に
か
ん
す
る
月
次
報
告
の
控
え
で
あ
る
。
受
け
取
っ
た
場
所
（
送
金
元
）
ご
と
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
じ
月
に
異
な
っ
た
場
所
か
ら
の
請
取
を
報
告
す
る
場
合
、
日
付
は
同
じ
で
あ
る
の
で
、
受
け
取
っ
た
役
所
に
提
出

し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
と
め
て
同
じ
役
所
、
お
そ
ら
く
は
京
都
町
奉
行
所
に
提
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

基
本
的
に
は
、
前
の
（
ハ
）
「
江
戸
大
坂
御
金
蔵
御
請
納
御
証
文
留
」
の
③
「
諸
方
付
込
」
項
と
排
他
的
な
関
係
に
あ
っ
て
、
つ
ま
り
在

京
幕
府
役
人
が
か
か
わ
ら
な
い
送
金
に
つ
い
て
載
せ
て
い
る
。

前
掲
の
（
イ
）「
押
切
帳
」・（
ロ
）「
御
為
替
留
」
と
の
対
応
で
い
え
ば
、（
イ
）
（
ロ
）
の
②
「
大
坂
納
御
為
替
」
項
に
該
当
す
る
も
の
は

全
く
載
ら
な
い
。
収
録
項
目
は
す
べ
て
（
イ
）
（
ロ
）
の
①
「
御
為
替
」
項
が
載
せ
る
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
で
あ
る
が
、
た
だ
し
江
戸
御

金
蔵
へ
の
御
為
替
送
金
で
あ
っ
て
も
、
京
都
町
奉
行
所
か
ら
の
場
合
（
Ｆ
）
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
書
類
の
提
出
先
で
あ

る
京
都
町
奉
行
所
で
、
当
然
把
握
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
６
）。

た
だ
し
一
件
だ
け
、
在
京
役
人
が
か
か
わ
り
、
か
つ
江
戸
御
金
蔵
宛
で
も
な
い
御
為
替
送
金
が
、
（
ハ
）
の
③
「
諸
方
付
込
」
項
と
重
複

し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
（
Ｅ
）
京
都
代
官
小
堀
縫
殿
・
内
藤
重
三
郎
か
ら
両
組
を
介
し
大
坂
御
金
蔵
へ
送
金
さ
れ
た
「
亥
年
京
都
町
歩
銀

諸
向
御
遣
方
残
銀
」
で
あ
る
が
、
（
チ
）
「
御
為
替
銘
書
帳
」
に
特
に
注
記
と
雛
形
が
記
さ
れ
（
７
）、
ま
た
「
押
切
」
の
処
理
を
誤
っ
た
こ
と
が

（
ロ
）
「
御
為
替
留
」（
続
二
七
六
八
）
に
記
さ
れ
る
な
ど
（
８
）、
ご
く
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
例
外
と
考
え
て
お
く
。
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（
二
）
大
坂
両
替
店
の
帳
簿
類

（
ホ
）
「
御
為
替
金
銀
割
方
控
」

こ
の
史
料
お
よ
び
次
の
（
ヘ
）「
為
御
為
替
金
銀
請
払
之
留
」
は
、（
Ａ
）
大
坂
御
金
蔵
か
ら
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
の
み
し
か
記
載
し
な

い
。
前
節
で
具
体
的
に
み
た
よ
う
に
、
三
井
組
と
十
人
組
の
配
分
額
を
計
算
し
、
ず
れ
を
累
計
す
る
記
録
で
あ
る
。
た
だ
し
、
（
Ａ
）
と
お

な
じ
く
配
分
が
確
認
で
き
る
（
Ｂ
）
奈
良
奉
行
所
か
ら
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
（「
南
都
御
為
替
」
）
に
つ
い
て
は
、
記
載
し
て
い
な
い
。
配

分
額
を
み
る
と
、
三
井
組
と
十
人
組
の
ど
ち
ら
か
が
区
切
り
の
よ
い
数
字
と
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
厳
密
な
計
算
値
と
は
ず
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
御
為
替
は
（
ト
）
「
御
為
替
配
分
帳
」
に
お
い
て
「
京
都
引
請
」
と
注
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
京
両
替
店
が
担
当

す
る
も
の
で
、
大
坂
両
替
店
で
は
幕
府
に
簡
単
な
報
告
（
ヌ
）
を
行
う
必
要
上
、
実
際
の
請
負
額
は
記
録
し
て
お
く
が
、
細
か
な
貸
借
に
つ

い
て
は
記
録
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
京
両
替
店
の
史
料
で
、
こ
の
帳
簿
の
よ
う
な
累
計
を
し
た
記
録
が
あ
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、

本
稿
執
筆
時
点
で
は
み
い
だ
せ
て
い
な
い
（
９
）。

（
ヘ
）
「
為
御
為
替
金
銀
請
払
之
留
」

前
章
で
具
体
的
に
み
た
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
大
坂
町
奉
行
所
の
異
な
る
二
部
局
へ
提
出
し
た
、
請
負
額
に
か
ん
す
る
年
次
報
告
の
控
え
で

あ
る
。
前
の
（
ホ
）
と
同
じ
く
、
（
Ａ
）
大
坂
御
金
蔵
か
ら
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
の
み
し
か
記
載
し
な
い
。
同
じ
く
幕
府
へ
の
年
次
報
告

の
控
え
で
、
大
坂
両
替
店
が
直
接
関
わ
ら
な
か
っ
た
御
為
替
を
記
載
す
る
と
み
ら
れ
る
（
ヌ
）
（
ル
）
と
合
わ
せ
る
と
、
す
べ
て
江
戸
御
金

蔵
へ
の
送
金
に
関
す
る
記
録
で
あ
っ
て
、
大
坂
御
金
蔵
へ
の
送
金
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
報
告
は
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
ト
）
「
御
為
替
配
分
帳
」・（
チ
）「
京
都
御
為
替
銘
書
帳
」

前
章
で
具
体
的
に
み
た
よ
う
に
、
こ
の
二
種
の
帳
簿
は
よ
く
似
た
形
式
を
も
っ
て
い
る
。

（
ト
）
は
、
大
坂
御
金
蔵
お
よ
び
奈
良
奉
行
所
か
ら
、
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
を
記
載
し
て
い
る
（
Ａ
・
Ｂ
）。
基
本
的
に
す
べ
て
の
項
目
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に
、
十
人
組
の
配
分
額
と
両
組
の
合
計
値
が
し
る
さ
れ
て
お
り
、
表
題
に
い
う
配
分
と
は
両
組
の
配
分
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
（

�）。
（
チ
）

は
、
京
都
町
奉
行
所
・
京
都
代
官
・
二
条
米
蔵
か
ら
、
大
坂
御
金
蔵
へ
の
送
金
（
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
）
を
記
載
し
て
い
る
。

完
全
に
排
他
的
な
関
係
に
あ
る
こ
の
二
種
の
簿
冊
が
、
大
坂
両
替
店
が
あ
つ
か
う
御
為
替
御
用
に
か
ん
す
る
基
本
台
帳
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

（
リ
）
「
御
証
文
控
帳
」

御
為
替
御
用
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
幕
府
役
人
差
出
の
証
文
を
記
載
す
る
。
御
為
替
御
用
に
か
ん
し
て
み
れ
ば
、
前
掲
の
（
ト
）
「
御
為

替
配
分
帳
」
お
よ
び
（
チ
）
「
京
都
御
為
替
銘
書
帳
」
が
記
載
す
る
送
金
を
合
わ
せ
る
と
、
ほ
ぼ
こ
の
史
料
の
項
目
と
一
致
す
る
。
前
章
で

具
体
的
に
み
た
よ
う
に
、
前
掲
の
二
史
料
が
請
取
日
・
上
納
日
・
名
目
な
ど
を
記
す
基
本
台
帳
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
上
納
を
証
明
す
る
幕
府

役
人
の
請
取
手
形
を
控
え
た
も
の
で
あ
る
。
第

1表
に
み
る
よ
う
に
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
中
途
か
ら
「
御
納
札
控
帳
」
と
表
題
が
か
わ
る
。

基
本
的
に
、
大
坂
御
金
蔵
の
入
金
・
出
金
に
つ
い
て
記
載
す
る
が
、
（
Ｂ
）
奈
良
奉
行
所
か
ら
江
戸
御
金
蔵
へ
の
御
為
替
送
金
を
一
件
載

せ
て
い
る
（

�）。
検
討
し
た
二
年
間
で
こ
の
ル
ー
ト
の
送
金
は
二
例
で
、
毎
年
行
わ
れ
る
同
様
の
送
金
と
み
ら
れ
る
が
、
も
う
一
例
は
記
載
が

な
い
（

�）。
逆
に
、
前
掲
（
ト
）
（
チ
）
に
載
り
、
記
載
さ
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
記
事
が
み
え
な
い
場
合
が
、（
Ｃ
）
京
都
町
奉
行
所
か
ら
大

坂
御
金
蔵
へ
の
送
金
で
二
件
あ
る
。
今
回
検
討
し
た
簿
冊
群
の
な
か
で
は
、
め
だ
っ
て
筆
跡
が
粗
く
、
記
述
の
誤
り
や
脱
落
を
含
ん
で
い
る

可
能
性
も
あ
る
。

（
ヌ
）
「
京
都
并
南
都
御
為
替
金
銀
上
納
書
抜
」・（
ル
）
「
二
条
大
津
御
米
御
払
代
銀
上
納
書
抜
」

（
ヌ
）
は
表
題
ど
お
り
、
京
都
町
奉
行
所
・
奈
良
奉
行
所
か
ら
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
（
Ｆ
・
Ｂ
）
を
、（
ル
）
は
大
津
御
蔵
（
・
二
条
米

蔵
）
か
ら
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
（
Ｇ
・
Ｄ
）
を
記
載
す
る
。
前
節
で
具
体
的
に
み
た
よ
う
に
、
こ
の
二
種
は
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
と

も
に
大
坂
両
替
店
が
直
接
に
は
関
与
し
な
い
御
為
替
送
金
に
つ
い
て
の
、
幕
府
へ
の
年
次
報
告
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
差
出
の
月
も
同
じ
で
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あ
り
、
お
そ
ら
く
同
時
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
二
種
の
帳
簿
が
分
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
差
出
が
（
ヌ
）
は
「
御
為
替
両
組
」、（
ル
）
が
「
御
為
替
三
井
組
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
来
は
両
組
で
配
分
す
る
か
否
か
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
今
回
検
討
し
た
範
囲
で
は
、
奈
良
奉
行
所
か
ら
の
送
金
（
Ｂ
）
に
つ
い

て
は
、
（
ト
）
「
御
為
替
配
分
帳
」
に
同
じ
御
為
替
が
載
り
、
十
人
組
と
配
分
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
京
都
町
奉
行
所
か
ら
の
送
金

（
Ｆ
）
に
つ
い
て
は
（
ト
）
に
な
く
、
配
分
を
う
か
が
わ
せ
る
事
実
も
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
か
つ
て
は
（
Ｆ
）
に
つ
い
て
も
三
井
組

が
他
の
御
用
商
人
と
配
分
し
て
お
り
、
三
井
組
が
一
手
に
引
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
後
も
、
報
告
書
の
分
け
方
は
踏
襲
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（

1）
第
一
章
注
（

3）
参
照
。

（

2）
第

2表
に
示
し
た
よ
う
に
、
（
Ｉ
）
は
（
リ
）
の
み
に
み
え
、
両
店
の
基
本
台
帳
類
に
も
載
ら
ず
、
特
殊
な
例
と
な
っ
て
い
る
。
い
ち
お
う

「
御
為
替
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
本
稿
の
検
討
対
象
に
含
め
た
が
、
厳
密
に
は
他
の
御
用
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
案
件
か
も
し
れ
な
い
。

（

3）
「
大
坂
御
為
替
」
・
「
南
都
御
為
替
」
と
い
っ
た
簡
単
な
分
類
と
名
目
は
記
さ
れ
る
の
で
、
御
為
替
御
用
の
種
類
に
通
じ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
み

で
判
断
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

（

4）
寛
政
五
年
七
月
二
四
日
渡
・
同
年
一
〇
月
一
六
日
上
納
の
、
京
都
町
奉
行
所
か
ら
大
坂
御
金
蔵
へ
の
御
為
替
銀
一
四
貫
五
三
五
匁
七
分
一
厘

六
毛
。
こ
の
項
目
は
名
目
に
よ
る
立
項
で
あ
る
。

（

5）
め
だ
つ
の
は
、
幕
府
役
人
が
大
坂
御
金
蔵
か
ら
役
金
・
経
費
な
ど
を
う
け
と
っ
た
証
文
で
あ
る
。
三
井
の
別
の
幕
府
御
用
で
あ
る
公
金
請
払

御
用
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
同
様
の
請
取
証
文
類
は
、
「
京
都
御
証
文
留
帳
」
と
よ
ぶ
シ
リ
ー
ズ
に
も
多
数
載
っ
て
い
る
。
公
金
請
払
御

用
に
つ
い
て
は
、
賀
川
前
掲
著
三
三
～
三
七
頁
参
照
。

（

6）
（
チ
）
「
京
都
御
為
替
銘
書
帳
」
の
冒
頭
に
は
、
「
御
役
所
」
お
よ
び
「
御
金
方
」
に
提
出
し
た
、
渡
り
の
際
の
報
告
書
の
雛
形
が
載
っ
て
い
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る
。
記
載
内
容
は
、
一
件
の
渡
り
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
、
そ
の
つ
ど
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
7）

朱
書
で
、
上
納
の
際
に
元
方
金
奉
行
宛
の
手
形
を
申
し
受
け
る
べ
き
こ
と
、
ま
た
こ
の
御
為
替
に
つ
い
て
は
去
年
冬
に
勘
定
奉
行
所
か
ら
、

内
藤
・
小
堀
方
で
受
取
る
の
で
両
組
で
担
う
よ
う
に
と
下
知
が
あ
っ
た
こ
と
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
雛
形
は
、
両
組
惣
代
か
ら
「
両
町
奉
行
」

「
御
金
奉
行
」
へ
宛
て
、
上
納
お
よ
び
元
方
金
奉
行
宛
の
手
形
を
申
請
す
る
文
書
と
、
そ
の
手
形
の
二
通
が
こ
の
項
目
の
直
後
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
本
章
の
（
ト
）
（
チ
）
の
項
で
み
た
よ
う
に
、
江
戸
御
金
蔵
宛
は
両
組
、
大
坂
御
金
蔵
宛
は
三
井
組
が
担
う
の
が
通
例
で
あ
り
、
か
な

り
変
わ
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
い
ち
お
う
江
戸
御
金
蔵
宛
で
あ
る
の
で
（
チ
）
「
京
都
御
為
替
銘
書
帳
」
に
記
載
さ
れ
る
が
、
こ

の
簿
冊
と
し
て
は
例
外
的
に
、
十
人
組
と
の
配
分
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（

8）
朱
書
き
で
「
両
組
よ
り
差
出
候
ニ
付
、
押
切
無
之
処
、
間
違
ニ
而
押
切
致
し
差
出
申
し
候
、
以
来
押
切
致
間
敷
事
」
と
あ
る
。

（

9）
な
お
今
回
（
Ｂ
）
は
寛
政
四
年
・
五
年
で
各
一
回
あ
っ
た
が
（
後
掲
第
二
章
注
（

11）
・
（

12）
参
照
）
、
四
年
に
は
十
人
組
が
、
五
年
に
は

三
井
組
が
区
切
り
の
よ
い
数
字
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
回
数
が
少
な
い
場
合
に
は
、
専
用
の
帳
面
で
累
計
は
せ
ず
、
交
互
に
区
切
り
の
よ
い

数
字
と
す
る
な
ど
の
形
で
調
整
し
て
済
ま
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（

10）
寛
政
四
年
・
五
年
次
の
分
は
現
存
せ
ず
、
本
稿
で
は
詳
し
く
検
討
で
き
な
い
が
、
大
坂
両
替
店
で
一
年
一
冊
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
配

分
帳
」
と
よ
ぶ
シ
リ
ー
ズ
が
存
在
す
る
。
恐
ら
く
御
為
替
に
つ
い
て
、
三
井
組
・
十
人
組
内
で
の
細
か
い
配
分
額
を
幕
府
役
人
に
報
告
し
た
も

の
で
、
賀
川
が
享
保
期
に
つ
い
て
検
討
し
た
類
と
思
わ
れ
る
。

（

11）
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
四
月
一
九
日
渡
し
・
同
七
月
一
八
日
上
納
の
、
三
〇
年
賦
取
立
銀
四
貫
一
九
〇
目
九
分
三
厘
一
毛
・
貸
居
銀
一
貫

四
〇
七
匁
五
分
八
厘
四
毛
。

（

12）
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
六
月
一
七
日
渡
し
・
九
月
一
八
日
上
納
の
、
三
〇
年
賦
取
立
銀
四
貫
一
〇
〇
目
・
貸
居
銀
一
貫
五
〇
〇
目
。
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お
わ
り
に

以
上
で
み
た
内
容
を
踏
ま
え
て
、
帳
簿
群
の
全
体
と
し
て
の
理
解
を
、
店
に
そ
く
し
て
整
理
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
基
本
的
な
類
型
を
考
え

る
と
、
寛
政
期
の
御
為
替
関
連
の
帳
簿
に
は
、
基
本
台
帳
、
幕
府
役
人
の
受
取
証
文
の
控
え
、
幕
府
へ
の
報
告
書
の
控
え
、
の
三
種
が
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

寛
政
期
の
京
両
替
店
で
は
、
御
為
替
三
井
組
が
携
わ
る
全
て
の
送
金
を
記
載
す
る
記
録
が
作
成
さ
れ
、
基
本
台
帳
と
し
て
上
納
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
た
（
イ
・
ロ
）
。
こ
の
ほ
か
、
在
京
幕
府
役
人
（
あ
る
い
は
京
両
替
店
）
が
か
か
わ
る
御
為
替
に
つ
い
て
は
、
請
取
証
文
を
控
え

た
記
録
を
作
っ
て
い
る
（
ハ
）
。
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
、
在
京
幕
府
役
人
（
京
両
替
店
）
が
直
接
か
か
わ
ら
な
い
御
為
替
に
つ
い
て
は
、
毎

月
受
け
取
り
場
所
（
送
金
元
）
ご
と
に
ま
と
め
、
幕
府
役
人
、
お
そ
ら
く
京
都
町
奉
行
所
に
報
告
し
て
い
た
（
ニ
）。

大
坂
両
替
店
に
は
、
全
て
を
網
羅
す
る
記
録
は
存
在
し
な
い
。
大
坂
両
替
店
（
在
坂
幕
府
役
人
）
が
か
か
わ
る
御
為
替
に
つ
い
て
、
請
取

証
文
を
控
え
た
記
録
を
作
っ
て
い
る
（
リ
）
。
基
本
台
帳
も
、
こ
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
も
の
で
、
十
人
組
と
配
分
す
る
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送

金
と
、
三
井
組
が
単
独
で
請
け
負
う
大
坂
御
金
蔵
へ
の
送
金
で
帳
面
を
わ
け
て
い
た
（
ト
、
チ
）
。
こ
の
う
ち
恒
常
的
に
行
わ
れ
る
大
坂
御

金
蔵
か
ら
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
に
つ
い
て
は
、
特
に
請
取
額
を
ま
と
め
て
幕
府
の
二
部
局
（
お
そ
ら
く
い
ず
れ
も
大
坂
町
奉
行
所
）
に
提

出
し
（
ヘ
）、
ま
た
十
人
組
と
の
配
分
を
微
細
に
計
算
し
た
帳
簿
を
つ
く
っ
て
い
た
（
ホ
）。

ま
た
、
大
坂
両
替
店
（
在
坂
幕
府
役
人
）
が
直
接
か
か
わ
ら
な
い
御
為
替
に
つ
い
て
は
、
年
末
に
二
種
の
報
告
書
に
ま
と
め
、
幕
府
役
人
、

お
そ
ら
く
大
坂
町
奉
行
所
に
報
告
し
て
い
た
（
ヌ
・
ル
）。

御
為
替
の
全
貌
を
載
せ
る
記
録
が
京
両
替
店
の
み
に
あ
る
の
は
、
両
替
店
一
巻
に
お
い
て
本
店
的
機
能
を
果
た
す
の
が
京
両
替
店
で
あ
る
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こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
い
っ
ぽ
う
、
十
人
組
と
の
分
担
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
帳
簿
や
、
十
人
組
と
の
配
分
額
の
ず
れ
を
細
か
く

累
計
し
た
帳
簿
が
大
坂
両
替
店
の
み
に
あ
る
の
は
、
こ
の
配
分
の
決
定
が
大
坂
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

証
文
の
控
え
類
は
、
し
ば
し
ば
あ
る
べ
き
項
目
が
抜
け
落
ち
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
筆
者
の
理
解
・
探
索
が
不
十
分
で
あ
る
可
能
性

も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
原
文
書
を
送
金
元
の
幕
府
部
局
に
提
出
し
、
渡
り
の
際
に
提
出
し
た
預
り
手
形
を
回
収
す
れ
ば
、
基
本
的
に
は
そ
の

役
目
を
終
え
る
の
で
あ
り
、
控
え
は
や
や
重
要
性
が
低
か
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

ま
と
め
て
幕
府
に
提
出
さ
れ
る
類
の
報
告
書
は
、
（
へ
）
を
除
い
て
、
提
出
先
で
あ
る
幕
府
の
部
局
が
直
接
か
か
わ
ら
ず
把
握
し
づ
ら
い

類
の
御
為
替
に
つ
い
て
、
三
井
組
全
体
（
も
し
く
は
さ
ら
に
十
人
組
と
と
も
に
）
定
期
的
に
報
告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。

現
存
す
る
報
告
書
は
、
お
お
む
ね
江
戸
御
金
蔵
へ
の
送
金
に
か
ん
す
る
も
の
の
み
で
あ
る
。
大
坂
御
金
蔵
へ
の
送
金
に
か
ん
す
る
報
告
書
は

見
当
た
ら
な
い
が
、
本
来
は
こ
れ
を
直
接
把
握
で
き
な
い
江
戸
の
幕
府
役
人
に
提
出
す
る
た
め
、
江
戸
両
替
店
で
作
成
さ
れ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。

最
後
に
、
今
後
の
課
題
を
整
理
し
て
結
び
と
し
た
い
。

ま
ず
、
今
回
検
討
し
た
二
年
間
に
つ
い
て
は
現
存
し
て
い
な
い
史
料
と
の
関
係
で
あ
る
。
江
戸
両
替
店
の
史
料
や
、
今
回
検
討
し
た
の
と

は
異
な
る
「
配
分
帳
」
の
シ
リ
ー
ズ
（
１
）な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
と
ま
っ
て
現
存
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
本
来
の
手
続
き
や
記
録
の

体
系
を
知
る
た
め
に
は
、
そ
の
性
格
と
、
今
回
検
討
し
た
諸
帳
簿
と
の
関
係
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
御
為
替
に
つ
い
て
も
、
今
回
扱
っ

た
二
年
に
は
登
場
し
な
か
っ
た
御
為
替
も
存
在
し
て
い
る
。
前
後
の
時
期
か
ら
失
わ
れ
た
史
料
を
類
推
し
、
ま
た
御
為
替
を
も
っ
ぱ
ら
扱
わ

な
い
記
録
類
か
ら
も
関
連
情
報
を
拾
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
帳
簿
の
記
載
方
式
の
変
化
に
つ
い
て
。
今
回
検
討
し
た
の
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）・
五
年
に
お
け
る
記
載
方
式
に
す
ぎ
ず
、

表
題
か
ら
同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
帳
簿
で
あ
っ
て
も
、
記
載
方
式
や
性
格
が
変
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
回
明
ら
か
に
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し
た
こ
と
が
ら
は
、
寛
政
期
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
段
階
に
お
け
る
御
為
替
三
井
組
の
状
況
（
２
）を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、

二
年
分
の
み
の
検
討
で
は
、
特
質
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（

1）
一
年
に
一
冊
作
ら
れ
、
御
為
替
御
用
の
詳
し
い
分
担
を
報
告
す
る
内
容
の
よ
う
で
あ
る
。
本
四
五
五

�三
、
本
四
五
六

�二
、
本
四
五
七

�

一
な
ど
。

（

2）
た
と
え
ば
三
井
全
体
の
会
計
の
上
で
も
、
こ
の
時
期
は
安
永
持
ち
分
け
と
寛
政
一
致
の
間
と
い
う
、
や
や
特
殊
な
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
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